
主なる文献の抄録

1.経営

津久;llr奇明:水掛採草地Iこ於ける牧草種子播種に関する試験

山梨林試報 1 ， 1~12(1944)

1) 本式投:土水掛係争J也に優良牧草:の人工播種を行なし、，其の草生改良をはかるをH的として

行なったものである。

2) 試験l豆を 5(買に分ち l~聞号lメ迄を 11 月 I 日~翌年 5 月末日迄， N 号l豆を l 月 1 日 ~5)J 

末日~の潅政)j/b，を執り， v号lえは滋i演を行なわず対象区とした。これに l反当10封度の
割合を以亡オーナ今ード・グラPえを昭和11年9月撒播L所定の治政を行なった。

3) 播種後の植相の推移は播種翌年の附和12年春季には各区共頻度は40%以下であったが，昭

和13年春季に於て潅波区は70%以上となり，昭和14年以降に於ては 85%以上の頻度を示

L， 1 ~1II号(<に於ては，殆んどこれが頻度は変化する事なく繁殖の原と見られる。オ[

ナヤ[ド・グヲλの繁殖に従って在来種数は減じ， .Jf，trj3不良草穣であるマダイワウはオー

チベ{ド.!'ヲλ矯種後5年目には全く恨絶され，これに反L対象区たる非議水灰に於て

は，調査終了年迄40%以上のえ戸チャ戸ド・グヲλの繁殖は見られなかった。而して秋季

頻度を見るに潅水l正は春季刈1&後非潟水区同様の環境に在るにtt>] らず，昭和14年以降 I~

盟号医は80%以上， IV-ry-[孟に在りても70%以上の頻度を示した。要するに潅減に依って原

野人工f番径は好結果を得るものと言い得る。対象r:は秋季40%以下であって昭和16年には

20%に低下L，漸次在来種に圧倒される傾向がある。

4) 次に産草量tこ{れ、て見るに，潅減反は矯種前に等しい所の収量をあげ且つ草種の改良がで

きたのであるから，それだけ利用価を高める事ができたといえる。また極滅[正に於ては春

季産草量が多ければ秋季産草量多しこの聞にはγニ +0.89士0.017の相関々係が認めら

れた。而して主水路取入口に近い箇所ほど産草量が多い傾向にあるから，園地全面に均等

の潅i政を行なう必要がある。 I語読開始期の早い I~国号区はN 号区より産草量が多いのも

滋減効果の詰E左であるから，努めて洛減水利上他に支障のない冬季滋波は11月上旬に始め

る方が得策である。

5) 水J11採草地に於ては，牧草の人工播種は可能であり，播種後3年目には播種草種は在来卒

径と置換の上原を号 L，其の産草量は非洛滅草地の 2~3 倍強に期待出来得る。
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安藤愛次・古越隆信:薪炭林内における牧草の栽培

山梨林試報 7，28~32 (1957) 

薪炭林内で牧草の栽培を試み，立地条件の異なる 3つの試験地に5種の牧草:を栽培した。各

草種とも試験地，マキ時および収穫期などにより採草量は異なったが，中でも試験地による差

がもっともいちじるしかった。これは上木の被度によるもので，数度は30%以下にするのが集

ましい。

佐治秀太郎: エネルギー代詩j率から見た林業労働

林業技術 192，16~22(1958) 

一般に労働が科学的に研究されるようになったのは，大正以降の比較的新しい事に属する

が，林業労働は吏におくれて今次大戦以後の事に属するのである。

殊に労働科学研究は極く最近康んになった程度であって，一般労働のエネノレギ{代謝不測定

は労働科学研究所で始められたが，林業労働に対する R.IVI.R.の測定は数年前から林業試験

場が行なった。これによって林業労働を各要素別毎にその強度を数字で表示し得る様になっ

た。この事は労務管理，功程管理の方面iへの応用が広くすべて科学的根拠に基ずいて検討を可

能にする。

例えば， R.M.R の大きさによって作業時間の適度が決められ， Lたがって合理的な休主主

時間並びにこれが配分が決定されるであろうし，更に R.NI.R と疲労(普通ゴリッカ{値を

測定してこれを表示する〉との相関関係を知る事によって，上記のf'I業時間あるいは勤務時間

の問題は一層科学的に解決される。

更に作業時間，勤務時間の決定から各職場毎に 1Hの消費エ才、ノレギ{が計算され，労働再生

産の見地から要摂取カロリーを計算することが出来るから，合理的な賃金決定のー根拠を与え

ることlこもなる。

また各作業の動作研究にも R.ll'l.R.は一つの見方を与えるわけで，ひいては使用器具の改

良にも重要な拠点を与える事になる。

また， R.M.R の測定は作業の機械化への基準をも与えられるわけで，その応用のffllは広

く今後の研究にまつ所が大きいものがある。

阿部昌夫:秩父山系のカラマツ林分に対する使用材穣衰の検定

7 0 匝JR 林講 66~68(1960)

山梨県で現在使用されている立木幹積表は，従米の国有林材積表を準用しているのであるが
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この材積表は単に針葉樹，広葉樹にのみ反別された簡単なものであれ使用にあたって，現実

の林分に対する適合性につき，再検討を必要とするのではなかろうかι思われる事例も見受け
られる。そこで現在県下に相当量の主伐に近い人工林面積を有L，なお将来にわたっての主要

植林樹穫であるカラマツについて，今般収集した資料にもとずき，統計的手法を用いてその透

否の検定をおとなった。

木調査林分においてF検定をおこなった結果は，かなり高度に有意な差が認められ， 95%の

信煩限界においてX=Jの適合すべき45度線が外れる部分は，下限帯において0.296m'以下，

上限帯において O.752ni3以上となり，回帰線の傾斜方向より観察したとき，下限交点以下に

おいては真材積>材積表材積となり，上限交点以上においては真付積<材積表材積となった。

総じて，本デ{タ[による現行材積表の使用は妥当でない部分があると推定された。

山梨県材積表の適合性を云々する場合，なお多くの抽出林分について検定をおこなう必要が

あることは明らかではあるが，本題のもとに検定の一例を報告するに止めた。さらに現材積表

に対する補正の方法につき考察を加えてゆくと共に，7JrJに調製されたれ 3の材積表との適合

性につき，順次検討を進めてゆくつもりである。

阿部昌夫:生長率を測定するための2つの新しい公式について
日材、誌 44 (3)， 7 3 ~ 7 6 (1 9 6 2) 

これまで数多くの生長率式が考察されているが，現在のところ絶対的なものがなく，実用的

にはRE1PNITZの複利算式を用いるよう指定されておるが，大友氏はその論説においてPR臨 LER.

式を推奨L用いられており，西沢氏は幼令林では複利公式が妥当であろうが，規則l正しく生長

してゆく林分には単利の公式を用いた方がよい。 5年か10年で利率が小さい場合には，丙式は

あまり差がないので簡単な単利式を用いた方が実用的であると述べられている。

ここでは作、準複手r)式を比較の基準として， 7Jr)の3式の複利僚との相違を計算した形をとっ

た。要するに，この 2つの生長率式は PR田 SLER式によるよりも，より一層 REIPNITZの複利算

式の値に近似的であることがうかがえる。

阿部昌夫:天然生カラマツに対する経済的採材法の研究(第1報〉

幹曲線に対する直交多項式のあてはめ

rlJ梨林試報"， '~8('962)

本研究のH的である最高の経済的j色村歩11::りを得るための丸太採材/kゐについて考察するにあ

たって，まず，現地収集の資料より得た基準材に対する幹曲線を求めることから111発した。

データーの数字に一般にどのような方程式の曲線、をあてはめるのが，この場合適当であるか
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についてクンツェ幹曲線式U"=PX')，三次式cyニ品、'2+c.¥-3)，寺崎式Cy=Ae'"-biλ')，和田

式 Cy'ニ a-bxm)，ベーレ式Cd/D=l!(ca+bl))等についても考察した結果， II~材、回婦を利用

して直交多交式をあてはめて幹1/11線、h・程式を算定した。

直交多交式にあてはめたばあいxの一段と高次の方式ほど一層デ{ターに忠実に接近L，そ

の1111線は一段と近似的であることは勿論であるが，こ.ILからの研究資料として支障ない限り，

実用 i二の点も考慮L.この場合 4次式であらわした。

阿部昌犬:山梨県私有林業の生産活動における地域性

I[J梨休試報 12，1~30 (1964) 

投入，産自，山林の構成の三面から5!.~本l豆 (1日〉の地域別ならひ1こその内部における u淋‘

保有階層別にみて，その「おくれとすすみ」を析出することにLた。つぎの段階では，保有山

林規模の大きさが生産活動のうえにどのように反映しているかを分析することによって，構造

要因との結びつきについて考察Lた。

1) A. D地域の大規模層には高令級林分の温存傾向がある。

2) B. C地域では，大規模層が小規模層と区別されるような販売額の進展がみられない。

3) A. E地域では，人工林のテJポの高い大規模層になるにしたがって，拡大造林率は低

下ーしてくる。

4)A，E.D地域のように早くから人工林化のすすんだところの大規模層は，実行しよう

とする意欲をもらうれば，森林λ トックが大きいだけに，経営近代化のための投資を増し

ていく途が残されてしる。

5)粗放な材L野経常からの脱却がおくれている B. Cなどの後進地域の大規模層では，現在

の産/11水準が低く，育林投資を困難にしているので， r生産力発展のにない手」として小
規模層以上に期待できない。

以 kのことから， r育林業の発燥段階における地域差が，生産活動画iにおける階層差のあら
われ)jlこ反映している」点を指摘した。

つぎに家族経営の範勝と思われる 5~20mJ層の生産活動の動向をみると，地域別jにはかなり

顕著な段階差があり，次のごとく 3区分しうる。

1 )産/1¥の大部分を天然林に依存しながら，ょうやく育林生産への投入が J般化しはじめた

段階 ・….... ………・・・・・・ B. C地域

2)人工林からの庫出の増加に対応して，人工林化のテンポがかなり早くなった段階……

......D地域

3)造林可能地の相当面;分が造林され，人工林化のテンポがにぶりはじめている段階・.

……A. E地域
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このような段階差が構造問題のあり)Jに強く影響することを認め，育材、生産の展開をはばむ

ものは，規持1の零細性というよりは資本の不足であって，後進地峡での林業経営には資本問題

が武視されなければならない点を主張した。

林 良次:私有林業における労働投下量の配分

7 6問日林講 (1965) 

山梨県の5森林計画区より，それぞれ代表的な林業地域を 1つえらび，育林作業における労

働投下量について調査したところ，つぎのような結論をえた。

1 育林作業の労働投下量は，地域によりかなりの差ーがある。

2 育林労働のうち，下刈!のしめる割合が大きなウェイトをしめている。

3 林業経営にそって期待し得る最低の収穫点としては， 2，00m' j人jhaである。

調主主地 南巨摩郡富沢町

北巨摩郡双葉町

東Jill\~郡牧丘町

， ;Jt都帝都上野原町

南部留郡鳴沢村

林 良次:市場距離と立木価格との関係について

山梨林試事! 13， 1~8 (1965) 

市場からの経済的距離がちがってくると，立木価格にどのような影響をあたえるかを，実際

の売買例についてしらベ，両者の直線凹帰関係をもとめた。

その回帰式は，

yニ 12-0.1 x 

ただし xは実際距離を運搬効率指数によって招5.5回以上の舗装路に換算して，市場距離

としてあらわしたもの(単位， km) ， yl主m3あたりの立木価格(単位:千円〉

調査場所:山梨県北部留郡上野原町

調査対象時:昭和37年10月 ~39年 10 )jの 2 i}問
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浅川林

2.造林

三:媛林の蔚芽に関する研究(第1報〕

伐採季節と蔚芽との関係

日林試 21(7)，350~360 (1939) 

主主林の伐採季節は崩芽成績就中伐恨の崩芽率及び崩芽生長量に著しい影響がある。而して生

長休止期間内に伐採せるものは生長季節に伐採せるものに比L，殆んど例外なく蔚芽成績良好

にして蔚芽更新を安全に遂行し得るものである。然しながら生長休止期間内に伐採せるものの

中でも時期により相当の差異がある。即ち，伐恨の崩芽率は3月区最良にして 2月， 11月， 12 

月の各区これにつぎ 1月は稽劣る。又崩芽生長量より見れば3月区最良にして 2月F疋及び4

月医これにつぎ 1月の両区治劣り， 10月[K及II月区を夫々低極と L それより漸次良好とな

る傾向がある。

これを要するにコナヲ及びミズナラの伐採最適季は半春生長開始直前の3月にして， 11月及

び 2月これにつぎ酷寒期は可及的之を遊くべく 4月は伐根の崩芽率より見る時給おそき感が

あるから遅くとも中旬迄に伐採する必要がある。

生長季節の伐採は萌芽更新上危険を伴うから，これを避くべきは勿訟であるが，止むを得ざ

る事情によれ夏季の伐採を行なう時は8月以降の生長季節後半になすべきで，生長開始当初

の 5 月~7 月における伐採は絶対にこれを避くべきである。

八代雄蔵:天然林択伐更新試験成績

山梨林試報 3，J~17(1950) 

天然林択伐更新試験を青木ヶ原熔岩流上の天然林に於て行なった。本試験地はツガを主体と

し之にヒノキ，モミ，ヒメコマア，ハリモミを混ずる針葉樹並に乙トヅバカエデ， リョウプを

主として{也に20種の潤葉樹との混済林である。本試験地の樹高曲線は次式により表わされる。

1 J. 34 
--d一一針葉樹 h=20.8e十m 又は dlog(h-m) = 1.3 185d-4. 9250 

-6.27 
d一一潤葉樹 hニ 15.4ge十m 又l土dlog(h-m) = J. 1905d-2. 6231 

本数分布曲線、は小径木が非常に多く比点よりみれば良好な状態を示すのて、あるが，仔細にみ

ると利用価値の余り多くない潤葉樹が多いためであるから，之等は地力維持に必要な程度を残

Lて伐採し，現布権樹のおおいブガ，ヒノキの生長をはかるべきである。
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青木ケ原は噴火後溶お流上lこ成立した最初の森林であって，その林令は 320年前後とみられ

る。本試験地内には前生幼稚樹が散在し，ツガ，ヒノキの大体2層林のような形を示し，又潤

葉樹も適当にあるので更新は脅易であれ小潅木の多い所では人工造林地に於げる手入と同様

な意味わ刈払を行なえばー履良好な結果を与えるものと思われる。

板倉正之:カラマツ苗木の成育と鱗酸加里の効果について

山梨林試* 5， 1~1 4 (1952) 

カ'i-oJツ苗木に対する燐酸，加里と生育との関係についてしらべたところ，済政施用の効果

はきわめて顕著であり多用する程生育が期待された。 1m里は白木の生育にはたいして影響しな

いが多用するほど生育が劣った。

またカラマツの育苗にあたって加里肥料を使用する場合は，塩化加盟を使用するより硫酸加

里のほうが安全である。これは塩化方11里が燐酸の効果を抑制するからである。塩化加盟と燐酸

塩との関係については， Boasの効果によって説明されている。

山梨県林業試験場:アカマツ林の間伐試験

山梨林試報 6 ， 8~13(1953)

アカマツ林の!間伐試験が当場の設立されたときから縦続されている。実験計両には不備の点

もあるが，その結果は何等かの参考になると思う。試験地は八ヶ岳山ろくにある天然生一斉林

で地位は皿等地である。間伐の方法はA，B， C種およびユナ戸タ式の 4種で，いままでに

昭和12，16年の2凶間伐がおこなわれた。

1) 各間伐種のあいだで立地条件の差がなかったとはいいきれないが，第 l問問伐から16年た

って材積はほぼおなじになった。現在の平均木について材積，胸高直径および樹高の生長

はいずれもC種， B種，ユナ{ク式， A種の煩であった

2) 植I高は15~20年生，胸高直径は26~30年生のとき連年生長量が最高のようである。

八代雄蔵:2・4-Dによる苗畑の除草
山梨林試報 6，21~39(1953) 

|ヒ巨摩郡日野春村にある県営白畑でユギ，ヒノキ，カラマツ各 1'1生床替苗に対L，反当

1口0，150， 200 gの割合で土じよう処理の方法で 5J 6， 7， 8月に;散布した。処理してから

1ヵ月後に手取除草してそれらの種類，数量をしらべたところ，株数については処理区と無処

理区との問にはいちじるしい差があったが，処理問には差がなかった。重量についても日月に
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まいたものを除L、て，柄数とおなじように無処理とは差があっても処理問には差がなかった。

また各樹種とも苗木の地上高，根克径およびT/R率には義がみとめられなかった。経費のJ11

での検討は l'分にはおこなわれなかったが，手取除草のみにたよるよりは，これと 2・4-D
除草剤をくみあわせた方が経費も少なくてすむと思われる。 しかし現在のところでは経費関係

よりはむしろ労力の配分の点で有利であると思われる。

安藤主主次: l'巨大ポプラ」のサシキ

山梨林試報 6. 40~44 (1953) 

生長がはやくパノレブ。材に適するのでポプラ類が注目されている。中でも生長がはやいものと

されてし、る「巨大ポブ。ヲJをふやすためにサYキをしてみた。

l 水分，温度などの条件がよければ無処理て、も100%の活着率がのぞめる。

2. Wî畑で生長ホ/レモンを処~H したところ，活着はそのままさしたものよれノレートン処理の

方がよく， 0.01%のアノレプア[ナフタワンさく酸に241時間つけたものはわるかった。

3 ほかの樹簡に〈らべると. r巨大ポフーヲ」はギYl'ロ. 7ロヤマナヲシより活者しにくい
ょうである 0

4. r巨大ポプラ」のミキザシ(長さ 1m内外の校を用いたもの〉も好結果がえられた0
5 前畑ではドロノキノ¥ムシやポフ。ヲノv、チなどの虫'占がひどかった。

f;...~藤愛次: トゲナシニセア力シヤのサシキ

山梨キ1、試報 6. 45~46 (1953) 

青島トゲナ';/:=.セアカYヤ (Robiniatseuda叩印iL. var. b，essolliana) • 英同トゲナyニセア

カVヤ (R.p. L.叩 λ umbr，市 ulifera)およびイタチハギのナエギからとったlOcm内外のサy

ホをホノレモン処理L. 4月15日にさしつけ9月3日に掘りとった。

9月に掘りとってみると，新芽がでているものはすべて発恨もさかんであった。新C!Iの長

さ，発根箇所数をしらべたが，ホノレ毛ン処理による増減はみとめられず 1木あたり新芽の長

さはニセアカ Yヤ類が25cm，イタチハギが50cm内外であり，平均の発恨箇所数はエセアカy

ヤ類が 3..-...-4. イタチハギが 5~7 であった。

アノレアア{ナプFリンの処理によって，得筒率は青島トゲナシが減り，英国トゲナシがまし

たようにみえるが，いずれの差も有意 (5%)のものではなかった。ノレートンの効果は全然み

とめら，fLなかった。

サYヅケ間隔冶~8 X 8 cmであったため，発根し活着してから枯れたと思われるものがあった

ので，サVキにより増殖をはかるばあいにはサyツケ間隔をひろくとる必要がある。
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t...~藤愛次・小島俊民日:林木の根系 (1)

ヒ J キ林の土壌型による根の量

山梨林試報 7 ， 8~12(1957)

土壌型によって林木の根がどのように分布 Fるか知るため i古 I!)~川流域の花闘行地帯にある

ヒノキ林で恨の量をしらべた(第 1表)。乾燥、型の土壌のところで 5カ所，泌潟型で 5カ所を

調査したが，林木からド内 2mさがったところで代表的な断面をえらび，第2表のごとく深さ

によって 6カ所iこK分L，土壌住 C40，00cm3あるいは8，∞Ocmりに含まれる恨の重量を太さ

7]1)1:::1土11，っfこ。

1 乾燥平!のところは浪潤2型にくらべて恨がおおく，根の風乾重量は平均75gと42gであった

(第 l凶)。

2 根の太さによる割台では，乾燥型は湿潤型に比L細根 (2mm_以下〉に対する中根 C2~

20mni)の割合が大きい傾向がみられた(第4表〕。

3 乾燥型土壌における立木の蓄積が湿潤型よりすくないことから，地 t部に対する恨の割合

は土壌によって相当ちがうことが推定される(第3表)。

4 どのi祈面1でも大部分の恨が表層から40croの間にふくまれていたが，深さによる恨の分布

は士壌型によっていちじるしいちがし、はなかった。

安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (2)

スギ，アカマツ若木の根の分布

6 5 回日林講 159~161 (1956) 

11[梨県南部の寓土川流域で値えてから3年後のλギ，アカマツについて根系の分布をしらベ

た。調査は l種につき 2本で，すくない試料ではあったが，次のような傾向がみとめられた。

l スギの根は 40Clll以kの深さにはみられなかったが，アカマツでは深さ 1mまでのびてい

よこ0

2 恨のひろがりをみると， 7カマヅよりもλギの方が樹冠に対する根のひろがりの割合が大

きかった。

3.λギのI、/R率は小さく 2.0以下であったが，アカマツでは5.0内外であり，しかもアカマ

ツはλギよりも，養分の吸収に必要な 2mm以下の根の全根量に対する割合が小さかっ

た。

4. 7，ギ，アカマ?を通じ傾斜上I而の方が恨が多かったが，傾斜と直角ノ旬向では個体によりi童

い，発達方向は一定しておらt'，植え方が大きく影響しているようだった。
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安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (3)

2， 3針葉樹の根張りと細い根の分布
6 7 回日林講 192~195(1957)

林木の恨の特徴をしるため， λギ，カラマツ，サワラのiJ!¥交しているヒノキの壮令林でこの

4種の木の恨際近くの恨張りをしらベた。同時にλギとヒノキで I陵 20cmの直方体にふくま

れる根の量を，深さ別に幹から 1mおよび1.5mはなれたところではかり，次のことがみとめ

られた。

1 根張りの角度はλギとヒノキではあまり差がなく 145度内外であり，サワラはこれよりわず

かにせまかった。これに対してカラマツの根は幹とほぼ直角で車軸状にのびているのがH

立った。

2.恨の量について，月ギはヒノキの2倍量あり，深さによるひろがり方にもちがし、がみられ

た。すなわち径2Illln以上の根がヒノキでは O.........，10cmにおおかったのにくらべ， λギで

は 10.........，40cmにおおくヒノキよりやや下層に分イ"していた。ただし， 2mm以下の根はユ

ギ，ヒノキとも o.--..-10cmlこもっともおおかった。

3. 恨張りの調室および幹から 1mと1.5mはなれたところではかった根の量など山ら，ヒノ

キの方が旦ギより水t'-的にひろくのびているようであった。

安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (4)

シラベとウラジロモミ幼令林の比較

6 8 同日林講 210~213(1958)

V ラベとウラジロモミについて秩父111塊にある天然林と富士山の造林地で，幼令林を対象に

根系の分布をしらべたが次のことがうかがえた。

l 天然生林ではV7ベよりウラジロモミの方が直根の発達いちじるしく，直根・側根の比は

ウラジロモミが1.3以上 vヲべでは 0.5内外であった。

2 側恨の数や断面にあらわれた細い根の分布状況からみて，天然生木ではVヲベの方が根の

分肢がおおいようであった。

3. i宣林木で断面にあらわれた根のかずはBD裂のJjがおおしかっ，深くまで根のまばらに

分布しているのがみとめられた。

4 土壌型によらずウラジロモミの方がY ラベより根が泌くまで分布しており，深くまで恨の

発達するのがうかがえた。

5 富士山では Hardpan層や諜層までの深さが根の分布に影響しているようだ。
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安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (6)

黒色土に造林した若木の根

6 9回日林講 212-214(1959) 

富士山の凶北麓にひろがる黒色土にうえつけた3年生のアカマツ，官ラヂロ毛ミ，カラマ?

の摂をしらベた。

l 樹高はアカマツ 0.8，カラマツ1.1，ウ7ジロモミ0.3mと，そだちがわるいが，根の重さ

は地上部と同様にアカマツ，カラマヅ，ウラジロ毛ミの順であった。しかし地と部に対す

る恨の量は，ウラジロ毛ミがもっともおおく，カラマツがもっともすくなかった。

2 全体の根に対するこまかい根 (2mm以干〕の割合はカラマツが439る， 7ラジロモミが31

%，アカマツが14%であった。

3 アカマツの伎はI'i!さ70cmまでみとめられたが，ウラジロモミとカラマツはほとんど 40cm_

までに分布していた。 しかし，いずれの樹種でも 90%以上の恨が泌さ 20cmまで分布して

いる。根の水平的ひろがりは，カラマツがほかの樹種にくらべてひろいようであった。

4. 3接J1量ともおのおの特徴のある根の分布をしていたが，ふつうの土にそだったものにくら

ベ，黒色士のものは地上部の生育がわるいが，一般に根のひろがる深さがあさく，よこに

ひろがる傾向があるようだ。なお地上部1:":対する根の量は，苗木時代にくらべ概してすく

なくなるようであるが，土壊によるものかどうかは論及し得なかった。

安藤愛次・小島俊民日:林木の根系 (6)

カラマツの若根におよ{ました施肥の影響

山書'!林試報久 20-27(1960)

八ガ岳山麓の美ガ森近くにあるカラマツ 3年生の肥培試験地で，根系をしらベた。

同形肥料を6コほどこした!I<準最{王と無肥料区から，それぞれ樹r*iが平均に近いものを 3本

ずつえらび，根は太さ別に，地上部は幹，枝，業の3部分にわけて風乾電量をはかった。根の

太さは1.OC1ll以上の太根， 0.2.........1. Ocmの中根， O.2cm以下の細根にわけ，なお地上部，根も

と傾斜の上下と左右の 4方向ごとにひろがりをはかった。

1)細慢の量は基準最i互の方が60%おおし中根でもややおおくなっていた。

また，中，細根の太根に対する比率も，施肥したところの方が大きかったが，太根や全根

差には差がみとめられなかった。

地上部では施胞の影響が重さにははっきりあらわれず，雑草の根も平均 1m2あたり 1.4kg: 

で，処理によるちがいはなかった。
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2)よこのひろがりでは，根元から20cmの中に無肥l豆は90%，基準量区には85%の叡があっ

たが，これらの恨をi圭級別にみると，径 1cm以下の中調H恨は無肥区で全量の279長， )よ準

量区で34%をしめていた。したがって 20cm以遠には施肥したところの方が根のおおい

ことがうかがえた。また，無肥p:では斜面のf:}jに恨がかたよったのびかたをしていたが

基準量Kでは各方向へまんべんなくひろがっていた。

3)処耳nによらず， i1iさ 20cmまでに大部分の根がふくまれていたが，肥料が恨の深さにおよ
;ました影響ははっきりしなかった。

安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (7)

ヒノキ，カラマツ若木の根の分布

7 0 [i]J口林議 128~130(1960)

1. 池土部の生育はヒノキよりカ 7"ツの方がよく， I主I高で 3割，根元の太きで6割大き

く，重さでもカラマツが空27gと249gであったのに対L，ヒノキは203gと132gでヒノキの方

がすくなかった。

2 ヒノキでは根系全部が，カラマツでもほとんどの恨が地表から深さ 20cmまでの間に分

布していたが，これは BD のところのλギ，アカマツ，黒色土のカラマツなどと|司じ傾向をし

めしている。なお，ここでは 6~8 割が o --lOcmの深さに分布し，カラマツのjJがヒノキ

よりも，やや恨の表層にあつまる傾向がみられた。

3. 距離による根の配分割合をみると，ヒノキでは根元から 40cmまでの中に95%あるが，

カヲマツでは809西内外で，jJヲマツの方がヒノキより遠くまでまばらに分布していることがう

かがえた。このことは細根においてより一層はっきりし，ヒノキl主細根の 90%ちかくが 40cm

までの間に分布していたが，カラマツで4Dcmまでにふくまれていた細根は約孫であり，根元

から 80cmはなれても急激なへり方はせず，速くまでたいらにひろがっていた。

安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (9) 

11年生スギ木の根系
山梨林試報 11. 4 7，...._，δ2(1962) 

松川の上流域にある，火山灰を母材料とした緩斜闘の11守生月ギ林で，小沢をはさんだおw
と左岸ではそだちがL、ちじるしくことなり，左岸の方がそだちゃ土壌条件もよかったので，木

のそfごちゃ士壌条件と根の分布との関係をしるひとつの試みとしてん 2の調査をした。なお

左岸では植栽の翌年 1木あたり50gの硫安が施こされてLる。
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両調査地とも標準木につき，隣接木とのまんなかを通る線でかこまれた方形のなかの%の[2[

岐にふくまれる恨を距離別，深さ別に掘りあげ，細根 C<2mm)，中根 C2~20mm)，大根

(20mmく〕の 3径級にわけ分布状況をしらベた。根元から 1mはなれた土嬢断miにみられた

根の数は，細恨のちがし、が甚だしく，左岸は約60%おおししかも深くまでまんべんなく分布

Lていた。

ほり上げた恨の量においてもこの傾向がみられ，全量で 2倍のひらきがあったが，ことに調If

根l土右岸の3倍ちかくもあり，しかも地上部の割合に根が多かった。

向林地を通じ根系は根元近くにおおかったが， 40cm以遠では距離によらず分布状況はほと

んど同じで，ことに紺l恨では林内にまんべんなくひろがっているのがうかがえた。

安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (10)

メタセコイアとカラマツ若木の根

7 2 回日林議 129~131 (1962) 

メタセコイアとカラマヅについて，施肥最をかえた士I也にうえてから4年後に恨の形や土f長

l所luiにあらわれた恨の数をしらベた。メタセコイアはカラマツにくらべ恨の発達がいちじるし

く，杭恨は太くて深くまではし、っていた。

また，根の数はカラマヅにくらベメタセコイアの)jがはるかにおおく，施IJE量がふえるにつ

れ，数も樹穏によちずます傾向にあったが，メタセコイ 7の方がカヲマツにくらべふえ)jがし、

ちじるしく，肥料に対して敏感であることが推察されたO 垂直分布については，メタセコイア

の方が恨は深くまで分布しており，施肥量がますにつれ深いところにもおおくなる傾向にあっ

T乙u

安藤愛次:カラマツ苗の葉色と生育

6 5 回日村、議 178~180(1956)

床替して 1カ月たった頃のカラマツ百の禁色とその後円生育についてしらベた。葉色はふつ

うの草色をしめすものわ')，ことに緑色のこいもの(C)，葉先がわFかに黄色味をおひ、るもの(E)の

3階級にわけたが，これちの苗の出現度l主Dが65，CとEカ;20%内外であった。

10月の荷高l土C，D， Eの頗で，はじめの葉色と関係のあることがわかった。葉色のちがし、

による高高の生長率を生育期の前半と後半とにわけて調べたところ，前半の生長率の差点、いら

じるしカミっ式こ。

なぜ葉色がちがったのかということについて，商と根の近くの十.壌についてしらべたが，は

っきりしたことはわからなかった。
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安藤愛次:苗畑へのファイトメーター法の応用(予報〕

6 7回目林講 190_192(1957)

4 j重りの土をもちい，また 3要素の肥料試験院でカラマツとトウモロコ~，ヒマワロをま

き，それらのそだちくあいと草にあらわれる症状をしらベた。カラマツとトウモロコシのそだ

ちのあいだには版相関がみられ，まいて 1-2カ月たったトウモロコ yの莱色および業にみら

れる症状は， トウ毛ロコシのそだち，ひいてはカラマツの生育といくらか関係があるようであ

った。ヒマワリでは，はっきりした傾向がみられなかった。

安藤愛次・[i，根隆徳:

苔畑へのファイトメーター法の応用

6 8回目林講 16. 3 ~ 1 6 5 (1 9 5 8) 

3前畑でカヲマツ，アカマツなどの，とこがえ床とまきつけ床にトウモロコシをまき，これ

らのそだちぐあいと草の業にあらわれる症状をしらベた。 6カ月の苗木のそだちと 1カ)Jのト

ウモロコ yの草丈には順相関が，苗木およびト官モロコVの成育と，葉にあらわれる症状の出

現率とは逆相関の関係がみられたが，この傾向は障i種， トウモロコ Yの葉の部位によってこと

なり，とこがえ床の)jiJ~， まきつけ床よりはっきりした関係がみとめられた。

安藤愛次・小島俊郎:林地 sE培

回形肥料の施用量試験

山梨林試報 8， 1-43 (1959) 

山梨県の北西部，東部および南部の 3地域で， 7)"7マツとλギととノキについて，問形肥料

の用量試験をおとなった。

1.効果のあらわれかたは試験地により差があった。土壊の理化学性がきわめてわるい八ガ岳

山麓のBlw型土壌では，カラマ?の目巴効はみられなかった。花向岩を母材とするλギの試

験地では， BD型よりBc現に肥料の効果がみとめられた。

2. 7-ギ 6~18 コの施肥により， 20~100% 伸長量がますことがみられたが，試験地によって

は18コの施肥により， 20%の増加にとどまった。

ヒノキは6コの施肥により， 10~15%のましが，カラマツは 3~6 コの施肥により伸長量

が20~30%おおくなった。

3 肥大生長もます傾向はあったが，施肥による効果は伸長量ほどはっきりしない。なお施肥

によれカラマツの細かい恨がおおくなるようであった。
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4. 山へうえた木の伸長量はi国体による差が大きく，変異係数が 0.3内外であった。このフレ

はスギがもっとも大きく，カラマツ，ヒノキの煩であったが，この筒が年とともに大きく

なるのは，いずれの樹種にも共通していた。

5，試験PZのあいだの7レのなかでは，施肥によるちがいよりも，その試験区のおかれている

位置による差の)jが，この試験計画のなかでは大きかった。

6 うえた苗木の大きさと，その後の{申長量との関係で，この相関性l主施肥の量よりみだされ

たo また施肥したものの僧体のプレは，無肥料のものよりちいさかった。

安藤愛次:変色したカラマツ苗の水耕

6 9白JR 林議 207~209 (1959) 

“色はもう感覚の世界ではなしすべての色を，背符のようにあっかうことができる"とい

う百棄をたよりに，苗の業色を定量的にとりあっかうことを試みてみた。

士にそだった苗の葉色は，肥料要素だけでなく，気象，病i!f，土壌の水そ空気などのいろい

ろの要素がし、りくんであらわれるものであろう。肥料要素のみについても，それらの相互的な

量に関係のあることが報告されてし、る。 ここでおこなった単用液だけでなく， ある要素だけ

を除いたり，あたえる量をかえたりして，変色箇をそだてて，その業色を追うことによれリ

ミテイングファクタ戸や，要素間のアンパ7Y;えを見つけることができると考える。

安藤愛次・海川好友:クリ品種の地方適応性試験

6 9 回目林講 278~280(1959)

クリタマバチの被害のおおし、甲府盆地にお系統のクリ品種を植栽 L，その適，tL~f~1 をしらベ

守.

ι 。

J)過去3カ年における伸長量は，本県の在来種である日野春グリが，ほかの系統にくらべて

もっとも生長がよかった。

2)クリタマノくナの被害をうけた品種の聞にも寄生率の高いものと低いものがみられたが， e! 

野春グリ，松塁グリはきわめて高い傾向をしめした。

めこれら生育状況とク 93'マバチの抵抗性からみて，もっとも有望品種とおもわれるものに

同辺，有磨， E-6， Eー"があげられる。

安藤愛次・大津邦博:ジベレリンによるキリの生育促進

6 9 同日林講 314~317(1959)

台寄りして 50cmぐらいになったキリに，ジベレリンの溶液と軟膏とを用い，そだちを促進
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することをこころみた。

1)ジベレリ Jの溶液をかけたものはよく伸び，プンムしている聞は 2，3倍の樟!高を{呆ち，

8)1末に 4.6mになった。かけないものは 2.5mで，ヨ[ゲンを加えた液をかけたものは

4.8mとなった。プ Jムをやめて 8Jjに入ると，対照の方がジベレリンをかけたものより，

伸び円蓋は多かった0

2)軟膏をぬっ亡もよく仲び 1r可のぬりつけの効果は lカJJつづき 7月にぬっても 5日後に

伸ひのちがいがみられた。しかし，ぬりつけたものは 7月末の台風で残らず折れ，また節

聞の伸びばかりでなく，ぬった部分が太くなることが認められた。

3) f申びのますのがL、ちじるしいのに対して太さのましはみられなかった。ジベレリンをかけ

ないものは日月と 9月に太さのますのに，プンムしたものは太くならないの風で折れた

り，枯れたものもあるので実用的な方法については，なおこれからの研究が必要と思われ

る。

古越隆信:アカマツの接ぐ位置とその後の栄養生長

1 1 1 梨林試報 9 ， 1~7(1960)

アカマツのツギキで銭ぐ位置を頂芽のすぐ下にワリツギしたもの(A)，Cl'，'ム幹の下司;にハヲツ

ギしたもの(B)，および幹の地際にハヲヅギしたもの(c)の3f5Zにわけてツギキを行ない，その後

の活着および栄養生長を観察した。

その結果からAがもっとも活着が良く，生長もr"¥、ことを確かめた。すなわち活着率は頂芽
に近いAがもっとも高<， B， Cはこれにくらべてはるかに低い。また地土部のヨ長量も 2カ

年のiHlJ定によると，やはり活着の良いAがもっとも大きく B，Cとの煮は可とともに大きくな

る。またB，C間では活差率には大きな差がなかったが，栄養生長の点ではBの方がすぐれて

し、Tこ。

恨系の発達状態には，はっきりした差はみとめられず， T/RI土地上部の値のみで定まった。

したがって，この{直は地上部の生長量の大きいものほど大となしとくにAの値は1.9-2. 4で

同令の実生苗とほぼ同じになった。また苗木の形状もAI土地上司;と地卜部のつりあいがとれ，

幹も通直で良い箇となるが， B， Cは地上部に比べて地下部が過大となれしかも幹の曲った

悪い苗がでてきた。

安藤愛次:j畠nE!がスギ苗木のそだちとかたちに及lます影響
山梨林試報 9 ， 8~14(1960)

y、ギのまきつけ苗に 9月の才、になって，過石と塩化カリを土壌にほどこし，リン酸カリの
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溶液をブンムL，またホ戸クで恨あげをおこなl"そのつぎの年に山/11苗のそだちとかたちを

しらべた。

1 得苗率ならびに苗木のおもさは，塩化カワド:がもっともまさり，リン酸カリ区と恨あげ区

がこれについだ。過til><:は無処理区とあまりちがわなかった。

2 組i恨の多少とTR率からもとめた根系指数の平均は，塩化カ F区が 2.7，過石l正が 2.5 -c-， 

[也はいずれも 2.2以下となり，この両氏の根系がすぐれていることがみとめられた。

3 樹冠のかたちがもっとも好ましい Eβ 型の苗木は塩化カリ区がおおく，過信l正とリン散カ

リbくがこれについだ。これに対Lて徒長型のい型は無処理医におおく，施肥により樹冠

のかたちがかわるものと考えられた。

安藤愛次・遠藤昭・海川好友:

スギ，メタセコイアの活着におよ[ましたカンパツの影響

山梨林試有1 9， 15~19(1960) 

現地適用試験として，メタ七コイアとメギの比較値栽をおこない， i舌着率と気象，筒木の性

質および土壌のYI質との関係について検討を加えた。

1)メタセコイアの活着率は平均 95%であったが， λギは 45%にすぎなかった。

2) 7-、ギ苗は TjR率がたかく徒長ぎみで，植栽時の異常乾燥のために水分の需給のノくヲンエ

がとれず佑死LたO メタセコイアは TjR率がひくかったほかに， 1事葉性で春先きの立てば

えがおそいため，よく根付いたものと考えられる。

3)士婆型別にみた活着率はB"型のところがBD'm!よりたかかった。土壌の自然状態の理学性

のうちで，採取時の含水量が活着率に関係していたものと考えられた。

安藤愛次:苔焔でのウラホ Jt，.ム肥料の効果

日林誌 42 (3)， I 0 3 ~ I 0 5 ( I 9 6 0) 

ウヲホノレムをヒノキ，カラマツ，アカマツのまきつけ苗にほどこしてみた。試験区は無肥料

灰，窒素肥料としてウラホノレムと硫安をもちいた区，およひず追肥をした有機質肥料区の 4区で

あるが，施肥区にあたえた要素量はおなじにした。

ヒノキ苗の生長はウヲホノレムI王と有機質肥料区がよく，続安i正は無肥料阪とかわらなかっ

た。カラマツはとノキとおなじ傾向をしめしたが，アカマツではウラホノレムのME効がはっきり

せず，有機質肥料i丘より生育がわるいようであった。

試験を終えたあとの土壌をしらべ，ウ7ホノレムの苗木による吸収率は，硫安よりまさると考

えられfこ。

試験区の肥料価をもとめたが，ウヲホノレム区は有機質肥料I互のほぼ80%て、あった。以上のこ

とから，ウラホノレムが荷向1{の肥料として，利点、のあることがうかがえた。
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安藤愛次・小島俊郎:

土壌型によるミヤコザサの葉の大きさ

7 0回日林講 138~140 (1960) 

葉の筏度は BBでは3カ所とも観察によるちがし、はみられず， いずれも密であったが， PDIIT 

では 4r疋が中 5区は疎であった。

業の長さはBsでは光の弱い3r乏が一番大きし平均で 19.1cm，以下2，1の順で18.5cm，

17.6cmと小さくなっており 1 PDEIでは光の強い 4r互の方が 12.9cmで， 5 r互の 11.9cmにく
らべやや長かった。

葉の最大巾についてみると BsI主長さと同様に3区が 3.6cmで一番ひろく 2，1区の!慣

に3.5，3.4cmとわずかながら挟くなり，長さと同じような傾向がみられた。 PDllIでは2っと

も1.9 cmで兼がみられなかった。しかL，巾も長さと同様に土壌型によるちがし、はL、ちじる

しく BBでは平均3.5cmであったが， PUNでは 1.9 cmでB"の%に近い大きさであった。

安藤愛次・小島俊郎・馬場勝馬:

土壌の肥沃度とメタセコイアの生育

7 0回目林講 181~183(1960) 

苗知lでメFセコイアとλギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツの五種類の肥料試験をおこない，

またIU地で旦ギと比較植栽した結果とから，メタセコイアの適地性について検討してみた。

メタセコイアは施肥あるいは土地の肥沃性に対してかなり敏感である。

地上部の幹と校と葉の重さの配分において，メタセコイアはカラマツに似ており，葉の量が

すくなかった。

なお施肥により枝の量がおおくなるようであった。

安藤愛次:育苗したあと地の土壌性質

7 0 回日林講 200~202 (1960) 

富士山の北ろくにあるに 3苗畑で，マキツケ荷をそだてたあと地の士壊を，検定器でしら

べたが，樹種によりつぎのちがし、がみとめられた。

カラマツはアカマツより基肥としてヲン酸がおおく施されていたにもかかわらず，カラマツ

のあと地にはリ J酸がすくなかった。

またカラマツのあと地にはカりがt<なしやや酸性がつよくなる傾向がうかがえた。
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安藤愛次:山梨県林業試験場における施肥に関連する試験と調査

森林と肥培 10. 13~15 (1960) 

山梨県林業試験場でおこなっている林地肥培に関する試験ははじめて日が浅く，これといっ

て確言できることがない。しかし，試験を通じていろいろなことを体験した。つまり，山へ1宣

えられた木が土地のわずかなデコポコ，ひいては士のかわきや肥沃度に鋭敏に反応するこ

と，植えて数年間のそだちは 30%ぐらいの変異係数をもっていること，林地肥培にかぎらず

J1r地試験には，設定のときに 1本ごとのマークづけをしておかねばならぬことである。

今までの経過から，しいて一応の結論を求めるとつぎのとおりである。

l 全体としては肥効がみとめられない直木で，土壌型にわけ亡検討したら1 Bc で肥効がみ

とめられた0

2 石合で5年生で施肥して，一応の肥効がみとめられた。苗木の枯損，肥料の流亡あるいは

林水への吸収などから，幼令林施肥の可能性が考えられよう。

3 図形肥料の肥効が，施してから2-3年間は生長率が無肥区より大きし、。

l木 1:本のそだちのアレを検討して，施肥区にくらべ無肥料のものが，伸びのアレが大き

く 5年生のときの樹高と，その後4カ年の伸長量の相関関係がはっきりしてし、た。

安藤愛次・馬場勝馬:

追肥がスギ苗木のそだちとかたちに及lます影響

1[1梨作栄会報 5. 1 0~14 (1960) 

λギのまきつけ箇に 9月の末になって，過石と塩化カリを土壌にほどこし，リン酸カリの

溶液をプンムL.またホ{クで根あげをおこなしvそのつぎの年にJJj出苗のそだちとかたちを

しらベた。

1)得苗率および苗木のおもさは，塩化カリ区がもっともまきり，リン酸カリ[邑と根あげ区が

これについだ。過石区は無処理区とあまりちがわなかった。

2)制恨の多少とTR率からもとめた根系指数の平均は，塩化カリ[;;が2.7J 過石区が 2.5で

f也はし、ずれも 2.2以下となり，この両区の根系がすぐれていることがみとめられた。

3) j訴冠のかたちがもっとも好ましい m，の苗不は塩化カリ区，過石区，リン宜主カリ区に，
君、い Lは無処理l孟におおし施肥により樹冠のかたちもかわるものと考えられた。

安藤愛次:ジベレリンのキリ栽培への実用化試験

第3問シベレリン研究発表会抄録 139(1960) 

キリはおもに家具付として使われるので，まっすぐで校がなく，校干高を高く育てなくてl.l
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ならない。~ジベレ~ ;/はこの目的に適するものと与えたので，昭和33年に試験を着手した。し

かし昭和34年の台風でキリがおれてしまったので，結果に不満はあるが，一応とりまとめた。

J.キリはジベレリン処理によって，きわめてよく反応、L，処理時期にかかわらず2.0 ~ 2. 5 

{自の樹高になった。ジベレリンの浪度は 10ppmでも効果がみられ，軟r百をぬると lヵ刀

尚の伸びがました。

溶液をかけたばあいにはE 処理をやめると育ちがとまるので，処理濃度と回数を調節すれ

ば，キリ株の樹高をそろえることができそうである。 111地ヘジカに根伏ぜしたキリにも効

果がみられ， j宜挿造林へのジベレリンの!:t.用も考えられた。

2. 100 ppmの溶液，または 1%の軟;高を処理したキリには，葉に薬害のあらわれるものもあ

った。ジベレリンを施すと，葉がタロロ$/;えをおこし， fl申びはし、ちじるしくますのに太さ

がともなわず，直径はむしろ細くなった。このため，樹高と声.箆あるいは地上部と根のア

ンバヲンλにより，台風で処理木は伊tlhてしまった。

3 これらの問題を解決するために，肥培方法との併用について試験をしたが，プンムする液

にヨ戸ゲン (N・30，P2US目 10，K20: 10%)を 1%加えても，あまり効果があらわれ

なかった。)，i;肥あるいは追肥として，土壌に肥料を充分にあたえたとき，ジベレリン処理

をしても葉にクロロ Vλのおこらない例，および肥大成長がますばあいのあることがみと

めら.hた。

八 fl:;雄蔵:クヌギの頭木林

休業技術 223，44-47(1960) 

山梨県の一部とくに北巨摩地方で行なわれているクヌギの頭木更新法について，その経営技

術を調べてみた。調査は単位面積あたりの台木本数，台木の形，収穫量，頭木林の落葉量など

であるが，この結果から，頭木林の利点として，筆者は次の点をあげる。

1)陽光を充分に利用することができる。したがって，蔚芽の発生及び生育が非常にさかんで

ある0

2)空間の手1)用が充分行なわれる。したがって，単位而ifJ宜あたりの楢付本数はすくなくてす

む。

3)落葉の接取に便利であり，同時に現在では落葉の採取による地力低下のおそれが見られな

し、。

4)台木の伐採は択伐的に行なわれるが崩芽のfJ(;採は皆伐であり，このため毎回平均した収穫

量を期待でき，かっその量も大きい。

五〕台木の年令が相当にたかくなっても崩芽の発生生長が大きいので，同 株を長期間にわた

って利用できる。
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安藤愛次・小島俊郎・馬場l隊馬:

ストロープマツの適地性に関する考察

7 J 回日林講 88~89(J96J)

月トロ{プマツとアカマツを梢えて 2年目にうけた滅容による枯損と観察とから， λ トロ

{プマツのほうが耐寒1(1がつよいものと考えられた。またネズミ，ウサギの被'古も今までのと

ころではλ トロープマツのほうがすくない。

ヨ{ロッノミトウヒ，ウラジロ毛ミ， トドマツ，アカエゾマツ，エゾマツを植えてヵ、ら 5カ

年同生長をくらべると， λ トロ{プマツはもっとも伸長生長がよく，ヨ{ロッノミトピアヒがこれ

についだ。

安藤愛次・小島俊郎:林木の根系 (8)

施 ß~ 量と密度をかえたアカマツ，カラマツ

7 J I可日林議 90~92(J96J) 

富士山北麓の苗畑で，カラマツとアカマツにつき，密度や施肥量をかえ J年生甫を植えて

生育状態をみてL、るが，植え付け後2年目に一部を掘りとり，根をしらへたところ次のことが

みとめられた。

l 恨は全量，紺l恨のいずれにおいても，カラマツのHがはるかにおおかった。

2. 2樹種とも 'i百度がたかまるといちじるしく減少し，単木の根の量と箔;度との関係は両対

数方眼のグラフであらわ tと，直線的な関係にあることがみられた。

3. 2 till穂とも，根は施肥量がますにしたがっておおくなった。

4 アカマツの方がカラマツより根は地表近くにおおい傾向にあったが，樹種を問わず窮度が

高まると地表近くにあつまり，密度が低くなると派くまではし、る傾向が認められた。

施肥についても同様のことがみられ，施肥量がおおくなるにしたがって，深い所にもお

おくなる傾向がみられた。

5. T及率はアカマツ，ヵ7マツとも密度が高まるにつれ，大きい値をとる傾向にあったが，

施肥量によるちがし、は，はっきり Lなかった。

古趨隆f言:カラマツの外面的変異と生長

落葉の早娩，樹皮および枝条型

7 J 回日林講 2J4~2J6(J96J)

l勾限で観察できる外面的変異からカヲマツを分類した例は多数ある。その中で，各個体の生
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長量と深い関係のあるものは，プヲス木を選ぶ場合に，その{同体の生長量の指様として利用す

ることができる。そこで，今までに分けられた形質の中から，落葉期の早晩， j主l皮の形態およ

び校条型の3つをとりあげ，その各形質の変異と生長量との関係を調べてみた。このことにつ

いては，すでに柳沢が指摘しているように，これらの変異がi宣伝的なものであるかどうか，或

し、はまた実用形質主結びついた形態的変異であるか，など確かめる必要がある。しかし，この

遺伝性を検討し立証するには，かなり長期の実験を必要とする。本稿では，これらの変異を生

長量を判定する指標として，実用化できるかとうかを検討してみた。

矢沢頼忠・安藤愛次:

ウラジロモミの林地へのジカマキ

7 1 回 H 林議 253~255 (1961) 

富士ILiの亜高11!帯におし、て，主キ;広J昆交林にウヲジロ毛ミを床マキしてみた。開放地および彼

陰のたかL 、床は発生せず，閉鎖度 0.7~0.8 の床に成立本数がおおかった。的高は被度と逆相

関の関係にあり，まいて 2年で 7Cffi，4年で lOcmくらいになった。

古越隆信:カラマツの夫然木とプラス木の選抜

山梨林試報 11， 9~34 (1962) 

山梨県内に分布する天然カラマツのうち代表的な川上東山梨系と寓士山系とについて，そ

の林分構成と形態的な特徴とを調査した。

群落の遷移形態は両系統ともほぼ同じであり，一般に 50年以 Fの若い林ではカヲマアが純

林状に成立しているが，その後下層lこVラベ，コメヅガが発生し 100年前後の林では2段林

となり，やがてはコメツガの優占する若手落となる。河系統の生長量を比較すると川上一束11!梨

系は富士山系に比べてはるかに大きな生長量をもっていたが，これは土壌条件の美によるもの

と考えられる。また形態的な特徴を比べると幹が完満であること，タロ戸ネが細長いこと，偏

椅生長のすくないことなどの点で，川上一東山梨系が優れていたが，このちがいは立地条件の

差のみによるものではなかった。

さらにこれらの天然林からプヲエ木の選抜を試みたが，天然林の場合は生長最の比較は困難

であり，むしろ形態的な特徴に重点をおいて選抜する方が効果的であった。
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安藤愛次・山根隆徳:

図形肥料によるアカマツ，カラマツ林のß~効

山梨林武報 11，35~40 (1962) 

富士山の北ろくで， 1958可から吉田林務事務所により， アカマツとカラマツ林それぞれ4

カ所に，肥培試験地が設定されているが， 1962年の3月に測定した結果はつぎのとおりであ

る。

施肥により，いずれの試験地でも伸長生長が促進されたが，アカマツはカラマツより肥効は

ひくかったのすなわち，アカマツは施肥により樹高がやや大きくなったが，有意な差とはし、え

なかった。カ 7，"Yツは施肥して 2年たつと 10%， 4年たつと 20%ほど匝1，誌がおおきかった。

施肥の時期として，春季の力争点、秋季よりまさるようであったo

安藤愛次・小島俊郎・馬場i隊潟:

1 9 6 1年に山梨県下に発生した寒害について

とくにスギ，ヒノキの場合一

山梨休試報 11，41~46 (1962) 

山梨県では最近 2，3年の間にλギ，ヒノキの幼令造林地において，冬から春にかけての寒

害がおおくみられた。そこでI 1961年の被害の発生状況をアンケ{トし検討してみた。

全体の被害の件数は850件で，その本数は 170万本におよんだ。樹種別の被害本数はy、ギに

くらべ，ヒノキのほうがおおく，林令では若いほど被害率がたかい傾向をしめした。地域別に

みると内陸的な気候をもっ甲府盆地がたかく，これにくらべて比較的海洋f生をおびた鰍沢一や

大)Jはひくかった。

立地との関係では方位にもっともはっきりした傾向がみられ，南偏斜面より;jtj高斜面のほう

がはるかに被害件数のおおいことがみとめられた。標高では 600m内外から被害がではじめ，

1，100mをこえると激害をうけるようだ。また傾斜度では緩斜地にくらべ急斜地のほうが被害

件数がおおいようである。

従って，山梨県下では標高が600m以 kのλギ，ヒノキの造林に際しては，その林地の)j位

と傾斜度とを号える必要があり，また 1，0∞m以との北筒斜面では相当に被害がでるものと
考えられた。
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安藤愛次・小島俊郎:

造林地への除草剤の施用

日村、誌 44 (5)， 1 5 0 ~ 1 5 3 (1 9 6 2) 

カラマツの造林地におし、て 8 種績の除草剤の水溶液をもちい，雑草木の t，~殺試験をおこな

った。

除草剤の効果は頻度のたかL、植物の蔚芽数などにより判定したが， MCP， ClvIU， DPAお

よびB-287の崩殺率は40%を上まわり，他の4種の除草剤よりまさっていた。;えJぇキはB

287， DPA， CMUによしノイバラはDPAとMCPによれ草勢が抑制されたが，ウツギ

と共に完全に枯れることはなかった。ヤマハンノキはVアン酸ソ[ダ以外の各灰で，恨までj千l

れたものがおおく見られた。

このほか，ガマズミ，ヤマノ¥ギ，ツノレウメモドキなどは枯れやすく，アプヲチ守ン，ケヤ

キ，ニシキウツギなどは枯れにくいことを明らかにしたc

安藤愛次・小島俊郎:

務岩流に客土造林したシラベ若木の生育と根系

7 2 四日林講 131~133(1962)

富士山凶北鐙の熔岩地で，客土造林してから6年後にY ヲベの生育状況をしらベた。

いままでのところ，付近にある普通の造林地とくらべ，平均で樹高が 1割低いが，有意な差

はみとめられない。しかし，客土造林地のなかでは位置によりそだちがことなり，南側のカラ

マツ成林地にちかいところはよく，北側で熔岩の探IIIしやすいところは生育がわるかった。

客土Lたところは昭和32斗と 36年ののびがよく，対照地は 34年と 35年によくのびていた

が，雨量ことに6月の雨量との関係がふかく，客土のよい年は雨がすこぶるおおかった。また

昭和33年は両調査地とも育ちが惑かったが，雨がきわめて寸くなかった。恨の分布をしらべ

たところ，客士造林地の方が 2mm以上の恨は恨元ちかくにおおし恨のひろがりがせまか

っfこ。

安藤安次・小島俊郎:

富士山におけるカラマツ，シラベの i毘植

7 2 回目材、議 251~252(1962)

樹幹解析の結果から，カヲマツは 20年生，シヲベはお年生と推定されたので，同時に植栽

されたとはL、えないが，現布。〉残f子率やi昆突率および生育が相当ちがうので，両匝j種の適地i生
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には大分へだたりがあると考えられた。シヲベの優勢林はカラマツの俊勢林にくらべA層はあ

ついが全土層は薄く，さらに下層がかたいため根系はほとんど 30cmまでに分布していた。こ

のような土壌でカラマツがそだち得なかったのは，融当期とか梅雨期に，上記の不透s'層によ

って滞水状態になるためと考えられた。カ 7マツの生育のためには恨に酸素が必要なこと，お

よび土壌の排水がよくなければならないことが報告されている。またおなじ富士山で 6年生

のカラマツとシヲベの混交林をしらベた結果でも，カラマツは散凹地と平坦地ではかれるもの

がおおく，そだちもわるかったが，傾斜地と散凸地ではすぐれた生育をしめした。

ド層のかたいこのような林地でY ヲベがよく生育したのは，カラマツよりも一時的な滞水状

態に耐えうる性質をもつためと考える。 6今生の林でも'yラベはカラマツと反対に散問地と

平坦地の生育がすぐれ， I敬凸地と傾斜地ではそだちがわるかった。しかし'yラベ優勢林にお

いて，今後もよい生育をつづけるかは疑IUJである。さきに 35年生のシヲベ1*を調査したが，

Vヲベの生育と下層の堅笛度と関係のあることがみとめられた。

どの位の有効土層の厚さがあれば，シラベが生育し得るかは，なお根系調査などにより明ら

かにする必要があると思う。今まで宗I:iJrc調査したVラベ幼令林について比較するとつぎの

とおりである。

原竺竺l竺
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~7ベの天然生林は 1 ， 700 mから 1.900mlこ良い林があるが，植栽したVヲベはこれより標

高の低いところが生育はよさそうである。

小島俊郎:土壌の理化学性とアカマツ，カラマツの根系

731司日林講 133~135(1962) 

深さ 20cmの木箱に土と川砂とを表層とド層に組合せて入れ，アカマツとカラマツの前木を

うえ，そだちと恨系をしらベた。

地上部のそだちは丙樹種とも下層に土を密につめて上層に砂をいれた場合がよく，全層を砂

にL.t.こ区がもっともわるかった。

また，下層における理学i生のちがいはそだ f_::):こ影響し，両樹種とも下層が土を密につめた所
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がよく，砂の区はわるかった。

恨のE立さも下層が土で徳なi正はおおし砂ではすくない傾向がみられた。

単位長あたりの根の分岐数をしらべた結果はアカマツがカラマアよりおおし両樹種とも下

層が士よりも砂のときに分段数のおおし、ことが認められた。

小島俊郎:立地条件とカラマツ壮令木の根系

7 3 回日林講 135~138(1962)

l 富士山の凶北箆にあるカラマツ壮令林のうち， Bn型，Bl型および熔岩流に客土造林した

3調杏地において，カラマツの恨を掘り上げて観察するとともに，主な恨の恨幹解析をお

こなった。

2. BB型士壌ではきま下根，斜出棋が発達しλギ，ヒノキ塑に，熔れ流のところはアカマツ，

モミ翠!にBl型土壌では側恨が発達しツガ型に似た形態をしめL，同一樹積でも環境条

件により根系の分布がし、ちじるしく異なることが認められた。

3 恨の生長，とくに垂下根の伸びは土壌の性質と符接な関係にあることが推察された。

安藤愛次・小島俊郎・馬場勝馬:

1 962年に山梨県下に発生した寒さの害について

ーとくにスギ，ヒノキの場合

7 4 回日林講 205~207(1963)

1962年度の柴容の実態をアJケート L，立地条件との関係について検討した。

エギ，ヒノキの被害本数は 190万本におよんだ。樹種別ではスギのほうがわずかにおおかっ

た。被害率は材、令が若いほどたかく，地域的にはト人l限的な甲府盆地が海洋Ig，をおびた鰍沢や大

月よりたかかった。

立地条件では方伎による差が明瞭で南偏より北{隔斜面のほうがはるかに被害がおおく，標高

では 700m前後から被害がみられ， 1，000 mをこえると激'吉をうけるようであり，傾斜度では

緩斜地より急斜地に被'きがおおくみられた。

これらの傾向は 1961年度の結果とほぼ一致していたので，山梨県では標高 700m以上にλ

ギ，ヒノキを造林するばあいには，その占f位と傾斜度を考える必要があり， 1，000 m以との北

i扇斜面では激害をうけることが予想されるので，尚樹積より悶寒jg:O)つよい，アカマツ，カラ

マツ，モミ属の造林を考えなくてはならない。
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遠藤 昭・駒谷智慧子:

山梨県におけるシラベの育苗

7 4 問日林講 261~263(1963)

山梨県の富土山北ろくにある林間苗畑において vラベの育問方法をしらベム 3の考察を

加えた。

1. 4月下旬から6月と旬にかけ， ILJ引高を定値[__， 3斗間養苗L， 4年目の春に山lU苗にし

ている。

2 白木の育ちは床持年には億めて思く，場所による差がなかったが，つぎの年からは四地形

のところがよく育っていた。

3 シヲベの育苗期間を短縮するためには，現行の春床替を秋床替に改め，できれば乾燥季に

潅水を考える必要がある。

小島俊郎:主要林木の根系分布に関する研究

とくに土壌条件との関係について

10梨 11:試報 12，31~61 (1964) 

造林の指針をうるためには，その樹種のもつ特性とか，環境に対する適応悦などを解明して

おく必要がある。ここではそのためのひとつのメヤλとして，山梨県内で造林試験や適地適木

調査などをおこなったさし川これにともなって苗木や造林木などの根系をしらベ，根系分布の

面から指針を得ることをこころみた。

調査にあたってはなるべく根系を量的に把握するようにつとめ，苗木は全恨量の重さ，ひろ

がり，一次根の数，根端数などをしらべ，造林してから数年の若木に追跡法や，一定面i積内を

いくつかのフeロックにわけて，深さ別，問z離別に根を掘りあげて，経級別の重さをはかれあ

わせて水平根や直恨の長さを出IJ定[__，あるし、はトレンチ法により土壊断面にあらわれた根の数

をはかるなどの手法を用い，閉鎖した林分ではTレJチ法により根の数をしらベ，一部では

縦，債とも 20cm角の土壌柱にふくまれる根をしらベた。

恨の形態については，掘りとって写真にうつしたが，壮令水は掘りとりのとき細かく分解

し，試験場tこ持ち帰り復元して撮影した。なお，根の生育状況をつかむための一手段として杭

根の根幹解析をこころみた。

樹種による根系の特徴

1)マキツケ苗の根は，いずれも 8月t旬から生長が旺盛になる傾向にあったが，苗畑によら

ずアカマツ，カラマツは恨が傑く vラベは浅く;えギ，ヒノキはこれらの中間であっ
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た。一次恨の数はアカマツとカ 7マアがおおく vヲベは逆にずくなかったが，この傾向

は根端数によりはっきりあらわれていた。

2)幼令木の根は樹種，林令，土控条件などによらず，大部分の根が表層近くにあつまり，と

くに地表から lOcmまでの間におおく 20cmをこすと急にすくなかった。しかし，ヒノ

キ，yラベ，カラマツは側恨が一般にきわめて浅く Q.-...-5cm内外の深さを横走してい

るものカ1おおかった。

隣接した3年生林ではアカマツはλ ギにくらべて根の垂直分布で2f告に達L，水平分布で

ははるかに狭く，樹種による根系分布に特徴のあることが推察された。

垂直)j向の発達状況では，シラベやヒノキは直根がはっきりせず恨はきわめて浅<，エギ

もやや浅い部演にはいった。これに対してアカマツ，ウラジロモミ，メタセコイアは直恨

が深くまではし、っており，カラマツは中間であるが，直恨はみとめられた。

ウラジロモミと"Y'7ベとは造林木と天然生とを間わず，形態と細恨の分布にちがし、をみと

loko 

富士山のウラジロ毛ミ造林木は，根が地表下 40cm内外にある固結民をつらぬいてのび

てし、主こ。

3)直根の根幹解析の結果から，メFセコイア，tJラマツとも若木では甫.恨の伸びのよいもの

は地上部の生長がよく，直根の発達とそだちとのあいだにはかなり密接な関係のあること

がうかがえる。

4)天然生のアカマツ若木の直根を切りつめ植えかえたところ，地上部のそだちが天然生のま

まのものより，いちじるしく落ちたが，根系の最は逆におおくなってし、た。垂直分布では

造林した若木の根は，天然生のものより深くまでまんべんなくひろがっていたが，直恨の

深さは植えかえてから 4年までは差がみられなかった。

水平棋では根系切断の影響が直根ほど明瞭ではなかった。

根幹解析の結果からアカマツでも直根の伸びがよい時はそだちもよく，切断によって直恨

がのびない時は地上部のそだちも慈しそだちと直根止の関係の深いことがうかがえた。

土壌条件と根系分布との関係

1)苗木の根はマキヅケ苗でも土壌の影響がみられ，富上山麓の擦がおおい土では主根が深く

まではいり，しまった土て、はきわめて浅かった。

アカマツ，カヲマツの 1:年生床替苗は，下層に川砂をいれた区では根の分岐がおおかっ

た。しかし，根の量は2樹種とも川砂区より，下層に磯質な富1:111麓の土を密につめた区

の)jがおおい傾向がみられた。

2)施肥の影響は苗畑ばかりでなく，林地でもみとめられた。アカマツ，カ'i'Yツとも苗畑で

は密度の多少にかかわらず，施肥量の増加にともなって根量や根の数も増加lL，カラマツ

とメFセコイアを混植したところでも，施fiE量がふえるにつれ恨の数が増した。なおこの
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傾向はカヲマツよりメタセコイアの方が判然としていた。

黒色土壌のカラマツ 3年生の肥培木では，施肥区は和l恨の重さが対照区より60%おおく，

rj'根もややまさっていた。

3)恨系の分布ならびに形態は土壌塑により異なることがみとめられた。ヒノキi1:令林におい

ては乾燥'I'l土壌の根量は適i閏塑土壌よりおおく，細根の比率が高い傾向にあった。

官 UIIのカラマツ壮令林ではBsは斜Hi根と垂下恨が 1mは明瞭な垂下根が，またBIは

水平根がいちじるしく発達していた。

4)根系と立木密度との関係を知るため，アカマツ，カラマツ 2if生の密度試験林をしらベ，

立木密度が高いと単木の根量lil、ちじるしく減少し，根はl也表ちかくにおおくなる傾向を

みとめた。

安藤愛次・遠藤 昭・馬場勝馬:

寒害跡地におけるスギ系統別の造林成績

7 5 同日休講 330~332 (1964) 

御坂山地にある北東に面した標高 950~1 ， 000 mのλギ造林地が 1961i干の寒害によれ改憶

を必要とするほどの激寒をうけた。そこで，翌年この林地にオキノヤマスギ，クマλギおよび

アヤスギを 180;}、ずつ比較植栽してみた。

造林した 1962年の冬にも寒害がし、ちじるしく発生したが，オキノヤマエギは 46%，タマエ

ギは 25%，アヤλギは 18%の残存率をしめL，系統により被害の程度がちがっていた。

また寒害本と健全木について地上部と地下部の形質をしらべたところ，系統によらず寒;古木

のほうが健全木よりも樹高と伸長量がおおきし根長がみじかかった。

このほか寒吉の被害度と土壌理!との関係において， Bn mJ.土壌よりも BD臼JI型のほうが残存率

がひ〈いようであった。

斎藤敬文・古越l盗{信:

外国産マツ類の育苗に関する研究

山梨林試報 13，9~20 (1965) 

1964年に外岡から 12樹穣の種子を入手して播種し，実地発芽率，残存率，発芽揃，諸害に

よる被害度，生長休止期lにおける状態などを測定L，樹種別に育苗の難易度をとらえた。その

結果もっとも容易なものと思われるのは P.touderosaと P.bωlksianaであり， もっとも

悶難と思われるのは P.LambertiaJlaであった。
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また立伯病に対する防除対策を充分に講じてやれば，比較的容易に育苗できると思われたの

は P.resI1lOsaと p，sylvestrisであった。夏季の乾燥に対してとくに弱かったものとして

p， rigidaがあげられた。一方，原産地の気候条件および生長休止期における冬芽の形成状

態，葉色の変化を考察した結果，わが悶でも 12t援な地)jならば育苗容易と思われるものは

P. radiαtaとP川市icafaであり，寒冷な地帯でも充分育商できると思われたものは

p，ρonderosa， P. banksiαna J P. resI1lOsaそれに P.s)llveslrisであった。

この試験に供したものは，ほとんどアカマツに比べて発芽が不揃いであった。なかでも

P. LambertiaJla， P. rigidaおよび P.coulteri はなんらかの前処理が必要と考えられた。

供試用材料一覧表

種 名

P. LamherliamマDougl

P. ponderosa Laws‘ 

種子のj 

lmusA 
産地

i[事|Haw 
P. !aeda L. 

P. rigida lvlill 

P. radiara D. DOJl 

P. attenuala Lemm. 

P. coulteri D. Don 

P. resinosa Ail. 

P‘sylveslris L. 

Colorado， U. S. A 

lndia Sρrings， U. S. A 

.1.111. Adirondack， New York， U. S. A 

Sanla Cruz， California， U. S. A 

I Calげ'orJlia.U. S. A 

California， U. S. A 

i1A/. Adirondack， NelO York， U. S. A 

Hannover， lVesl GeJ剖引2

P. conlo，.la va，..lalゲ'oliaS. Wals.1 Washinglon， U. S. A. 

P. hanksiana Lamb. 111.11. Adirondack， New York，U. S. A 

p，間川icalaD. Don. I California， U. S. A 

※印は Woody-PI嗣 tSeed 1.fanualから換算

44，300 

125，000 

35，000 

57，200 

3，700 

114，60※ 0 

159，900 

212，700 

125，000 

110，20※ 0 

小林福治・遠藤 昭:植栽方法に関する研究 (1)

24，000 86. 

52，800 90 

13，600 93 

30，700 60 

2，000 90 

89 

71，000 90 

109，300 80 

63，000 91 

とくに苔木の形質，植栽功程がアカマツ，カラマツのi舌着におよ{ます影響

山梨休試報 13 ， 21~28C196δ)

富士山の北麓においてアカマツ，カラマツをtI宣栽するにあたって，苗木の形質止植栽方法を

変え，その後における前木の活着と生育との関係をしらべた。

両樹種とも処理はつぎのとおりである。

A [豆・選前した優勢街をてし、ねし、植え
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B 区:選苗した劣勢苗をてL寸乏し、植え

C 区・普通山行苗をていねL、植え

対照区.普通ILJ行苗を慣行憧え

1.アカマツの活着率はていねし、揃えI正が対照F互にくらべて， l、ずれも10%以上たかかった。

しかし苗木の形質と活着率との関係ははっきりしなかった。

カラマツではA区がほかの区より 10%以上よく，慌栽方法よりf青木の形質による差の方が

活着率と関係が深かった0

2 値栽木の樹高生長は楠栽年においては，阿倍l種ともてし、ねし、植えl正が対照i正をうわまわ

り，とくにC区の成績がすぐれていた。植栽木の生長には前木の形質より植栽方法のJJが

つよく関与するものと考えられた。

2年目の揺1，官j生長は両信H者とも処理問に主宰がみとめられなかった。

古越除信・斎藤敬文:

発芽試験方法に対する検討ー常法と環元j去についてー

7 6四日林講 (1965) 

発芽試験の方法として，環元法は極めて簡便な)5法であるが，樹種によってはかなり不確実

なこともある。この試験ではスギ，ヒノキ，アカマツ，カラマツo/ラベ，ウラジロモミにつ

いて過去10年間山梨県林業試験場で行なった発芽検定の資料を分析し，樹種別に環元法の適否

を検討してみた。その結果アカマツのように発芽率の高い樹種は環元法を適用し亡も誤差は少

ないが，毛ミ属やヒノキのように発芽率の低いものではかなり危険聞があり，このようなもの

については常法によるか，繰jJi，しを多くして誤差を少なくすることが望ましし、。

古越|盗信:外国産マツ類の産地と幼苗の型態

7 6回目林講 (1965) 

P. sylvestrisと P.T印zderosaについて緯度の異なる 3つの産地から， それぞれタネを入

手し幼苗の生長を調べた。その結果，地上部の生長と恨量は，緯度の低い産地(但し北緯40'

以上〕ほど大きくなり丈夫な苗木ができた。

しかし根の長さはむしろ締度の高いところほど直根が発達し長くなった。
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古越降信:

スギ在来品種の寒冷，乾燥地帯への適応 実生系統

7 6同日村、講 (1965) 

甲府主主I也の周辺の林地を対象にλギの実生系統から適応度の高いものを選ぶため 9系統を

比較植栽してみた。その結果生長長は別としてもその他の形質から，ウ'77--、ギ系でとくに多雪

地方産のものは諾容に対する抵抗性が弱く，適応度が低く，さらにオモテλギでは吉野只ギ，

ヤナセ旦ギのように中南部産のものも，やはり寒害をうけ被害がおおきかった。これに反L，

比較的適応度の高いのはオモテユギのなかで，関東北部から東北地方にかけ分布しているもの

であったの
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3.立地

(f越|盗信:船津登山道(富士〕におけるま垂直約分布

山梨林試報 6，14~20 (1953) 

1) AII1I1S 属の室長直分布は最も明瞭に表われていて次のようである。

すなわち 1，600mから L800 mの問でヤマノ，yノキはヤノ、ズハンノキに変り J 1，800111か

ら2，100111の問でヤノ、ズノ、ンノキがミヤマノ、ンノキに変る。

2) Belula属l主シラカノくとツウシカンノ叫土1， 6日Dm.........，1，800mのi昔1で変る。

3) Salix属は 1，800m以との高い所 Eは，バッコヤナギにかわってミヤマヤナギが生育する

ようになる 0

4) Vヲベ，カラマツおよびコメツガは主要樹種であり全地域にわたって分市している。シヲ

ベは比較的/tiい所に適しているようである。また，コメツガは比較的低い所に適している

ようである。オウシヲピ Yは2，000m以上の向所にのみ生育している。

安藤愛次・小島俊郎:土壌の性質と林木の生長 (1)

Bc / Bo型土壌とスギ林

I)J j若林試報 7，1~7 (1957) 

寓l:J11流域のλギ58年生林で Bc，BD裂をしめす隣接した休地における土壌の性質と林木

の生長についてしらべた。調査地は標高が 400111，傾斜が30。内外であり，悲岩は第三紀層の

砂岩と円諜岩であり守気混は 150Cで，降水量は 2，500mnlある。 Bc型の林分材積は 1haあ

たり 20Dn13内外で BD型の409るにあたり，林木から 2ml土なれた断面で恨の量をしらべたとこ

ろ， Bo壊はBD型にくらべて恨の全量は75%であり 2mm以下の紺l根がすくなく，表層に恨の

あつまる傾向があったo

両林地の土壌性質については自然状態の理学性において BD 型が細土の実積と孔際量で主

LWより約 l割おおく，石擦の含有量と最小容気量はほぼはんぶんであり， T;SはBD型の方が

大きい値をしめした。またこの地帯の Bo卑Jにおける適木としてはλギよりヒノキの方が有利

と思われた。
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安藤愛次・古越隆信・依田和幸:土壌の性質と林木の生長 (2)

2， 3土壌型とヒノキ林

6 5回日林講 117~119(1956) 

山梨県三宗村にある塚本山のヒノキ林で，徴地形の異なる 3カ所に標準地を設け，その土壌

の理化学的性質とヒノキの生長状態を調べた。徴地形の分類は，尾根に近い斜i耐上部の急斜地

( 1 ) ，斜ilriの中腹急斜面(II ) ，斜面の下部で平坦なところ(1Il)と3つに分けた。この 3カ所の

土壌理!は(1 )が Bc，(ll)がBD'，(而)がB旦であった。

林木の生長は(ll)がもっともよく，ついで(ITl)， ([)の順であった。なお(田)では同一条件

にあるスギの生長を比較したが，ヒノキの 2倍以上の生長量があった。すなわちヒノキは谷聞

の湿潤池より斜面の)jが生長がよいとし、う結来になった。

土壊の理学性は，土壌実積，符積重， L/¥V， 粘土分係数およびi畏賊的組成を調べたが，と

くにヒノキの生長と関係のあったのは土壌実積であり，生長のよい地形ほど土壌実践がおおく

なっていた。また制土の組成はB層は全く 3ヵ所とも 1点に集中L， I訂正似た結果を示したの

に反L，A層はそれぞれ同有の凶質を出L， ([)は徴f&がおおく， (11)は粘士がおおく(而)は

砂がおおかった。その他はとくにヒノキの生長と対照して 定の傾向はみられなかったが，

(而)を除き，斜面地形のみで比較Fるといずれも常識的な結果になっている。

また土壌の化学性はPHおよびG/Nを測定したが， (J)と(11 )の悶に大きな柔はなかった。

仁!とNの含有量も主主がなかったが， (J)より(ll)の方が細土の実積がおおいので，林木に供給

される養分の絶対量は (ll)の方がおおいことになる。

安藤愛次・小島俊郎:土壌の性質と林木の生長 (3)

3 5年生のシラベ林

日tl誌 39(4)， 136~138 (1957) 

山主~県の秩父 111地において，シラベの35年生人工林の生育と土壌の悦質についてしらべた。

haあたりの成立木数，蓄積はおよそ 700本. 200m3であった。他樹種の収穫表とくらべる

と，富士箱根地)jのヒノキ i等地， f吉川地方のカラマツ H等地，天域地方のスギ皿等地の林分

材積に伺当した。

樹幹解析によるとYラベは伸長，肥大成長は造林後 10年ごろから.f，t積生長は 201f頃から

旺痛になるようであった。

おなじ BD型土壊でも構造がA，B層とも団粒状構造の方が， B層が塊状構造のところより

生育がよく， B層に角擦をおおくふくみ孔際量のおおいことが望ましいようであった。土壌の

深さはたとえ全土層が厚くてもB層が堅くては生育がおとり，おなじ基岩のところでは全土層

-84 



およびA層の厚さと生育との関係が深かった。

A層からB層にかけての土{生と酸度については，砂質壌土のところが砂士より，砂土のとこ

ろは砂質埴壌土より生育がまさり.PHが5.2，んが5以上のところより PHが6.0，Ytが2

以下のところの方が生育がよかった。n;岩がおなじなら，炭素と窒素はB層まで比較的高い含

有率のところがA.B層の差の大きいところより生育がまさった。

安藤愛次・小島俊郎・海川好友:土壌の性質と林木の生長 (4)

天然生ウラジロモミの生育状況

6 8回目林講 104-106(1958)

ウラジロモミ天然う林において，方位により SE，S， Nの3林地の林分蓄積と土壌の性質

をしらべた。

1) ha当りの蓄積はSEが252m3，Sが41拍子， Nが49m3であり，樹幹解析からえた単木

の材積成長もこの煩であったO

2)隣J妾した林地のため十.壌には差がなく，適l自性の褐色森林土であったが.SEにおいて最

大容水量のおおいこと，細土中の紡土分のおおし、ことが目立ち，士壌性質としてはSがも

っともおとることがみとめられた。

3)林木の生育と土壌の性質との関係において.Nが土壌的には良好にかかわらず生育のおと

るのは.)j位による気象的な要凶によるものと考察されたo

安藤愛次・遠藤 昭:土壌の性質と林木の生長 (5)

ちがう母材に育ったヒノキ林

6 8回日林講 106-109(1958) 

土壌の母材を火111氏および粕桜主??とするとノキ林で，母材のちがいと林木の生長との関係を

しらべた。

1.粘絞岩は火山灰にくらべて生育よし 40年生で蓄積に 20%のちがし、がみとめられた。

樹幹解析の結果から生育の経過をみると 3本ずつの標準木の5年ごとの材積生長量は，

10-15{fごろから差があらわれるが，有意、I'tを検定したところ 25-30年で顕著な生育差

をみとめた。

2 土壌の理学性で目立ったちがし、としては，火山灰は粘板岩にくらべ，淑潤率は90%で非

常におおきいのにLハvは 10%とちいさし、。また，石礁の含有量が 1-2%で，原めてす
くなく.TjSは深さ JOcmで3.3とおおきしつまり型の土壌であった。粘板岩は乾燥し

やすいようであるが，降水量のおおいことからこの不利な性質は補われているとかんがえ
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られる。

3. 化学的性質でおおきなちがいがあったのは，炭素および窓素の量で，いずれの深さでも火

111灰が2倍以上のli1¥をしめした。土壌の酸性はどちらも強かったが，とくに火山灰のroさ
lOcmの酸性がつよかった。

安藤愛次:土壌の性質と林木の生長 (6)

富士山のシラベとウラジロモミ林

日林誌 41 (司， 285~290 (1959) 

富士山の凶北にI面した京高山帯で，シラベとウヲジロモミの造林地をしらべた。標高 1，600

mにある20年生の混交林において，これらの樹径のあいだに，つぎのちがL、がみとめられた。

20年までのそだちは，シラベの方がまさる。土のよいところと，わるいところでのそだち

は V7ベにくらべてウラジロモミのjjが差はすくない。木のかたちとして，おなじ直径であ

れば，樹高はシラベのブjがたかい。この地帯のあまりよくない土 自c型のところにうえる木

としては，根のひろがりかたなどから考えて，ウヲジロモミがシヲベより適していると思われ

る0

1.900mにある 18年生のシラベ林は，まえに述べた林より，そだちがわるかった。この標高

のあいだて、は，低いところの方がそだちがよいのかもしれなし、。ふたつの休の土をくらべる

と，標高のひくいところに，徴砂がすくなく，粘土のおおいこと，およひ下品いところより擦が

こまかく，この軍事層の上部に盤層がみうけられたことである。

士の性質として，これらの木のそだちと関係の深かったことは， A層のあっさ，水分の量，

表層の孔際量，および孔践のなかでの水と空気のわりあいとであった。 しかし，限度あるし、は

窒素や炭素の含有量などの化学的な性質については，はっきりした関係がみとめられなかっ

TこD

安藤愛次・小島俊郎:土壌の性質と林木の生長 (7)

八ガ岳の黒色土とカラマツ林

6 9回日林講 134~137(1959) 

八ガ岳の東南111麓にひろがる黒色土において，草原とカラマツ林の土壌の性質，および黒色

土を3原型にわけたときのカラマツ林の生育と土壊の性質について 2，3の検討を加えた。

1.カラマア林の土壌は草原のところにくらべて，構J宣がよく発達しており，比較的軟かいこ

とが層断面で観察され，土壌を分析してみて，最小容気量の大きい傾向がみとめられた0

2 土壌の機械的な組成として，草原は粘土がおおく，これらにくらべれば林地の方が砂質で
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あった。なお，化学性においては，林地にくらべて草原のほうが炭素と窒素の多いことが

目立った。

3 カラマツの生育は， BldがBlm，BI"，にくらべて恵く，気象条件としては風が，土壌とし

ては土壌中の粘士と F層における空気の量などが影響しているようだ。

安藤皇室次・小島俊郎:土壊の性質と林木の生長 (8)

シラベとコメツガの天然生林

日林関東支部大会 65~69(1959) 

南アノνフ'Jえの出生層地帯でオネを境にして，東偏斜面にはYヲベ林，西向きの林地にはコメ

ツガと， /えミワケがみられたので，基現がft儲岩と粘仮岩のところで土壌をしらベyラベと

コメツガ林の成立について立地学的な考察を加えた。

1)しらベた祢の土はいずれもポドソソル化土壌であったが V7ベ科;は基岩によらずPD:m:型で

あったのに対L，コメヅガ林は PDrJ PDn でyラベ林より強ポドゾJレであり，粘板岩

より花尚岩の方がポドゾノレ化作用はつよくあらわれていた。

主た A九0層の厚さはf花E街岩の方が粘板岩よりややあつくし，コメツカ

りもあついととがみとめられたo

2)自然状態の理学性では採取時の含水量やL!W，およびWt!Wmaxがコメツガ林で大き

く，土壌の乾燥していることがうかがえた。

また，表層の PHがコメツガ林IH、ずれも3.9でシラベ林より段性が強かったが，潜酸性

でもこの傾向がみとめられた。炭素やさ亘素の含有率1%，逆にシヲベ林の)jが大きい傾向に

あった。

3)両調査地ともおなじ大きさの標準木をしらべたところ，-vヲベは 100年以 Fであったが，

コメツガは 2001fをこし，シヲベはコメツガにくらべ基岩による生育差が目立った。

4)今同しらベたシヲベとコメツガのエミワケは土望星条件が大きく影響し，これに湿度，光，

風などの作用が加わったものと考えられたがyヲベはコメツガより環境に対してより鋭

敏な樹種であるといえそうだ。

安藤愛次・小島俊郎・遠藤 昭:土壌の性質と林木の生長 (9)

安山岩の黒色土とカラマツ林

日林関東支部大会 70~72(1959) 

甲府盆地の北部山地において， ~!II~守を)\\;-r;-とする黒色士と，そこにそだったカラマツを

LらJくた。
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1. 山梨県における安山岩を基岩とする黒色土の分布と生成過程をのベたO またこの地帯での

黒色士は基岩が花筒岩のところより，安山岩のところの)jが出現率がたかいようである 0

2 安山告の黒色土にそだったカヲマツはよい生長をしめL，BIDは地位 1~ rr， BI.は盟で

あった。

3 カラマツの生育のよい理由として，この黒色士は降込がよく発達し‘膨軟 E土性が粘質に

かかわらず磁をふくみ，透A(.tf.がすぐれていることなどによるものと考えられた。

4. BlDとBl.の理化学科会をくらべると，自然状態における表層の湿t間半は BInが尚<，下層

のL/WI工Blnがおおきい値をしめした。機械的組成においては， BIDの下層がBlnにく

らべやや砂質である点がことなった。化学的i性質には大差がなかったが BlnがBlnより

酸性が強い傾向がみられた。

5.安山岩の黒色土の理化学的性質を富士山および八ガ岳の黒色士とくらべたところ， LハV，
T/S， PH， Nの諸性質において，それらの中間に入る傾向がみられた。ただ，他の地I正

では， A層とB層の粘土と砂との比率はあまり変らなし、が，安山岩の禁色在ではこの比率

に大差のあることがみとめられた。

安藤愛次・小島俊郎・遠藤昭・ 1度瀬彰:

土壌の性質と林木の成長 (10)

小仏震にそだっスギ，ヒノキ林

7 0 回目科、議 141~143(1960)

ひろく見て，いままでに山梨県でしらべたほかの基岩のλギ，ヒノキ林にくらべれば，この

調査地の生育はよかった。しかし細かく見ると，母材料が火山灰のところは，小仏層の基岩が

風化したものより， λギのそだちのわるいことがしめされた。

林野げの適木2主準表にも，火山氏の母材料のところは， BDとBE-('もスギが適木からはずさ

れている。火山灰が粘板岩の風化物のところより当育のわるいことは，ヒノキ林でもみとめら

れ7こ。

BcとBD とにくらべると BBのλギが，きわめてわるかったが， ヒノキはλギにくらべて土

壌型によるそだちのちがし、はすくなかった。とノキは土壌のふかし、ほどそだちがよいが， ~r百

A層の浅い土壌でも，三えギほど生長が低下しないことが特徴とされている。まえに第三紀層の

スギ，ヒノキ林をしらべたが， Bcにはスギよりヒノキが適木となることをみたっ

ユギがきわめてわるかった火山灰のBcと粕板岩のBsについて，士壊の性質をほかとくらべ

てみよう。

共通していることは，A層がうすし構庄がかたく， CN率のひくいことであった。
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天城と段戸国有林の旦ギ，ヒノキ林の調究結果では，理学性ことに透水性がそだちと密接な

関係があり，最少容気量と CN率にある程度の関係がみられ，土i性やPHは地域により傾向

のちがうことがみとめられている。

古第三紀のエギ林では生長のょいところほど，最小容気量， L/W， A層の厚さがまし，最

大容水量，圧結度などはへることがしらべられている。

ここでの結果でも粘板岩では，そだちのわるいところは容積重がおおきし孔ゲキ量のすく

ないことをみたが，そだちのわるかった火山灰 粘板岩に火山灰がまざったーのところでは，

逆に脅償重がちいさし孔ゲキ量もおおいとと7)'しめされた。また指ではかった堅密度も軟が

おおし下腐が必ずしも堅いとはいえなかった。火山灰が母材料であったれまざったりして

いるところでは-.般岩石のところであてはまる法則性がそのまま適用しえないと考える。

なおまえにしらベた粘板岩と火山氏の分析結果にくらべると，土佐は粘質であり林木のそだ

ちと T/Sなどの{直に関係がうすかった。これはこの地帯が断層線にあたり，おなじ粘板岩で

も月理構造がみられ，土主主化がはやかったことによるものと考えられる。

安藤愛次・小島俊郎:土壌の性質と林木の生長 (11)

大菩薩峠付近の黒色土壌

7 1 @)日林講 124~127(1961)

大手寺蔭峠付近の黒色土壌で，基岩および地形別に:lJ7?';lのそだちと土壌の性質をしらベ

た。

l‘カラマツのそだちはホノレンフェ/レエのところより花尚閃緑岩の方がよく，主主こD型より C

現地形の方がよかった0

2 土壌断而は構造がいずれもよく発注していたが， C型の方が深くまでみられ，根系や腐植

も深くまではいっていた。

3 最小平年気量はホノレンプエノレユの克がおおきく，しかも表層と下層のひらきがいちじるしか

った。

地形によるちがし、ではD?早iよりC型の方がやや大きかった。また，ホノレJフェノレJえの方が

表層ではいくらか埴質であった。

4 炭素，主主素ともホノレンフェ/レエの方が大きい傾向にあり， PHはD型よりC型の方がやや

高かった。
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安藤愛次・小島俊郎・馬場勝馬:林木の生育と林木の性質 (12)

o6年生のヨ一口‘Yパトウヒ林

7 2匝!日林詩 13 3，.._. 1 3δ(1962) 

ヨ[口ソハトウヒが地7f:*を異にして成林L，これに隣接してヒノキの同令林があったので，

その生育と士壊の性質をしらべた。

干均木の材積ではヨ{ロッノミトウヒはヒノキより 20%すくなかったが， ~!./j，本数がおおい

ため単位面積あたりの材積一-ct土，ヒノキよりはるかにおおかった。

Lらへたヨ{ロッノ、lウヒ林は北海道の収穫表では傾斜地の林分は地位Hに，五v坦地のもの
11 rrと聞のあいだに相当した。また， ドイツの収穫表ではいずれも地位 Iに匹敵した。

傾斜地~iBl/ 型の観行士であり，平坦地は BD 型の水漬土であった。 BD' 型は BD型にくらべ

物理性では散1ゆが，化t戸性では窒素がすくなくなった。なお，平坦J也は河岸段丘にあるため，

下回のJ'I'学性がわるく根系の浅いことがみられた。

遠藤 昭・小島俊郎・雨宮嘉彦:土壌の性質と林木の生長(日)

粘板岩地帯のヒノキ林

7 4 回 H 林講 111~ 1l 3(1963)

早川右岸の粘板岩を基!{jとするヒノキ壮令林で，土壌型Jとヒノキの生育との関係をしらベ

f乙。

手占桜京地帯のヒノキはf自の基岩にくらべてよい生育をしており， 40年の樹高は BEが一番高

く15.5mでBD'130の院に低かった。しかし25ijcまでは BDがBEよりまさっていたυ

各土壌型!と L粕Vjむの角磁をおおく含んでいたが.BoのA層は比較的すくなく，細土は散

砂にとむ軽埴土で|角H吾のおおいヅマリ型の土壌であり，表層と下層の土壌性質に大差がみとめ
られた。

Bdi'1は角球が表層，下層ともきわめておおく，最11土はもっとも砂質であったD しかしA層

が 40cmと厚く，酸性がよわかった。

13D:工BF，と似た土法1'1質 Eあったが，By， にくらべA層がうすく，最小容気量がすくなく，

慢性がつよかった、

古越隆信:富士山の樹木限界におけるカラマツの樹型変異

6 7 回日林講 202~206(1957)

1 宮土山の北側五合目で，カラマツの品I型を I~V の型に分類した。この中で II ，皿， yは
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タチ型であり， 1， 1vはノ、イ型である。

2 回、衝のもっとも烈しいところでは，すべてのカラマツ前Iのハイ梨となり，もっとも風衝

の弱いところではVのタチ型となる。この中間のところでは，樹令の若いうちはll，皿の

タチ型jであるが，考令になるとWのノ¥イ型に移行してゆく。

古越隆信:

富士山にああカラマツの立裂とはい型について私はこう考える

林業技術 183， 25~28 (1957) 

富士山の御庭に分布しているハイ塑のカラマツについて，筆者の育種的な見解が述べられて

いる。とくにこの群落の中に点々と幹の立っているものがあり，これを 般的には遺伝子型と

考えられているが，これに対して大いに異議を唱え，ノ、イ型カラマツの起源から考えてj、いに

疑問であると主張している。なお，筆者は今後の問題のとり tげ方として，この変異が果して

j宣伝的なものかどうかは次代検定の結果がしめしてくれるとしても，この特殊環境で次代検定

を実行することが相当に悶難であり，その結果がどれだけ確実なものであるか疑問であると云

っている。したがって取り上げる関子としては，同じお挺でみとめられる雌花の色の赤L、もの

と緑のもの，落葉の早いものと脆いものなどを取り上げるとか，またお庭の比較的低いところ

で砂E告がなだらかに堆積している地形にあるカラマツの純林(もちろん天然生のものである〉

は，土地的な閃子も気象的な因子も均 で，いわば砂耕培養したようなものであるから，これ

らの林分から清英樹を選抜するなどの方が，林業的にはより価債の向い育種事業ではないかと

忠われる。

安藤愛次:山地の推定気温表とその応用

日林誌 40 (は 467~468(1958)

海面温度を 15.5"0 ，温度の低減率を~0.56"0 として，年平均気温の推定式をもちい，標高

は2∞m，傾斜度は 10"，方位は8にきざんで，北緯 35"401における推定気温表を計算から
作成した。この気温表は北簿34'から 37'の範聞において，一部分の修正により適用しうるこ

とをしらベ，この表を用いて山梨県の森林植物帯を潟度によりわけてみた。

安藤愛次:ポドゾルの分布と推定の年平均気温

6 8回日林講 109~11 0 (1958) 

いままでの土壌調査地のうちポドゾノレの分布していたのは6調奈地で，秩父山塊がおもであ
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ったが，いずれも基岩は花尚岩類であれほとんどが乾性ポドゾノレであった。作成された土壌

図から，褐色森林土がポドゾノレにかわる地点を)j(立別に)Jとめ，海面温度を 150C，低減率を

O.560C とし，緯度，林地の方位および傾斜度をとり入れて年平均気組を推定した。それらの

地点の標高は 1，400mから 1，900mまでのちがし、があったが，気1昆li平均5.10C，伝頼限界li

4. 8~5. 50Cであり，山梨県下の花尚宕地帯におけるポドゾノレは， iJ:平均気温が50C内外から

分布するものと想定される。

安藤愛次:山梨県の膏林区をわけるこころみ

6 9 回日材、講 132~135(1959)

第4凶には，まえにもふれたように，いろいろのオナや矛盾もあるが，拡大造林に力をいれ

るべきところを考えたり，林地肥培の効果を推定したり，あるいは期待される樹種をとり入れ

7こし、ときなどに，一応の目安となりうるのではないかと思う。

このような区分を“分類のための分類"におわらせることなく，現実の生産性との関係につ

いて調売や現地の試験をおこない，修正してゆきたい。また，さかのぼって，区分のためにと

りあげた環境要素，および用いた資料についても，なお検討をするつもりである。

安藤愛次・小島俊郎・

花開岩地帯の特異な土壌型

日林関東支部大会 72~76(1959) 

山梨県の南アノレフえの北部および金降1110)南部において， IE衛計を)A;1~~' とする特異な土壌型

について述べ，その成肉を考察してみた。

ポドゾノレの断面で，集積層の F部にさらに， !火白化した層と赤褐色の層がみられたが，土壌

を分析してそれらが溶脱および集積作用のおこなわれた層であることをみとめた。

B，層には腐植，B11層には鉄とアノレミニウムがおもに集積していると考えられたが，二重の

構造の成凶としては，ポドゾノレ化土壌の集積層の F部が，水の作用によって再溶脱されたので

はないかと考えた。

は1:1'の広いl尺すじにBA型があらわれ，その地帯の山頂部にグヲイ土壌が分布していた。 BA

梨のあらわれた理由は，土壌が花筒岩のあらい風化物であれ沢風の影響をうけ，降水量その

ものもすくないなどのためと忠われた。山]頁部は平坦な準平原地形の上に，粘質な土壊をつく

る安山宥があり，雲霧帯にあたるなどのためと考えられた。
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小島俊郎:北口浅間神社境内のシダ植物

県立富士国立公園博物館研究報告第2号 (1959)

富 1:111北髭の北口浅間神社の境内は全区域が樹令300:年を越すメギ，ヒノキの林でおおわ

れ，下層にはキイチゴ，ノプキ， トチバエンジン，プキなどが街生している。この境内のV夕、

植物を調査したところ， 39種を記録した。

北口浅間神社境内のシダ目録

トクサH:;えギナ

イワヒノく科:イワヒノミ

ノ¥ナワラビ科.ナガポノナツノノ、ナワヲピ，ナツノノ、、ナワラビ

ゼンマイ科:ゼンマイ，ヤマドリゼJマイ

コケシノプ科.ホヅノくコケ V/フ

ワラビ科 オウレンシダ，イヌ"V!l:， ワラビ， !1ジマタシダ

シノアa科:シノプ

オシダ科:イヌガンツク，クサツテツ，コウヤワヲピ，イワテ守ンダ，ツヤナシイノデ，イワ y

ロイノデ，ホツイノデ， オオタマワラピ!1マワラビ， オオクジャタ -v!;t，イヲイFチv

ダ， ミヤマワラビ，ゲジケージSノダ，ヒメ Vダ，イッポンワラビ， ミヤマシケV夕、，ホツノ'¥V

ケYダ，へピノネゴザ，イヌワラビ，ヤマイヌワラビ

チ守セYVダ科・チマセ yyダ， トラノオシタ，イワトラノオ

ウラポ多ノ手十:ノキYノプ，ヒメノキシノプ， ミヤマノキシノプ， ミツテeウヲポy

安藤愛次:キりのそだちと気象との関係

日村、誌 42(吋， 265~268 (19る0)

6月から8月にかけて 5日ごとにニホンギリの{申びをはかれそのときの気象条件との栢

関性をしらべた。くらべた気象の因子は日平均気温，最高，最低気温，降水量および雲量とで

ある。

相関関係のみられた因子は気温，ことに平均，最高気温であれキリの伸びと降水量および

雲量との相関性はみとめられなかった。

イ申ひの量と気混との回帰式から，この地方の台切りした上長成長において，日平均の気温が

J OCたかし、ときにはI 13cmおおくのびて 2.6mとなることが推定された。
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安藤愛次・小島俊郎:

層断面の鏡察と分析の結果 土性と腐植の含有量

森林立地 1(2)， 5 3 ~ 5 6 (1 9 6 0) 

昭和29年から32年の 4カ年に調査した層断面の資料をもとにして，現地でしらベた野帖と，

雫内実験でもとめた土性と腐憎の含有量についてくらべてみた。

十j生について分析と観察でどのくらし、一致したかをみると， S， SLのように砂質のものの

)iがわりあいによく一致しているが，粘土のおおい土壌は判定がまちまちであった。

腐植の含有については，腐植土でさえ(とぼし〉と判断されたことがあり，とむは(とむ〉

とされるより〈ふくむ〉とか， (とぼし〕とされたことの方がおおいことがしめきれ，野外の

観察では，含有量をすくなく読む傾向がみられた。

小島俊郎:植物の生活型からみた天城と丹沢の関係

箱根博物会研究 1 ， 7~10(1961) 

関東1[1脈の南部にあたる天城と丹沢山で，植物の生育と気象止の関係をしるため，そこには

えている植物の生活型を統計的にまとめ，順位法により相関関係をもとめた。丹沢，天城とも

RAUNKIAERによりもとめられてし、る標準w.とよく似ていたが，極地型とはいちじるしくこと

なっていた。標準型が熱帯多雨林と類似していることから，両山地とも，概して暖かく雨の多

い傾向があらわれているようだ。しかしながら寒い方の形を代表する Chamaephyte，Geo司

phyteも多く，寒い)iの要素も相当みとめられる。丹沢と天放はほとんど問じようなスへy

トラムを構成していたが，丹沢の方がやや極地に近い。

逆に天城の方がより様準型lに近い傾向がみられた。生活型は環境や標高によっても遭いがみ

られるので，丹沢，箱根，天械など関東山脈の南部で標高別，あるいは大涌谷など特殊な地域

における生活君主をとるならば，垂直的な気候の変化や，特殊地域の環境条件を知るための一つ

の資料をも左めることもできょう。

小島俊郎:富士山北側!のシダ植物

富士国立公開博物館研究報fT第6号 (1 9 6 1 ) 

富士山の随物については古くから調査されているが，ここではとくにシ〆類について富士山

北側のVダ目録を作成した。

しらベた地峡は寵坂峠と大沢を結ぶ111梨，静岡の県界を南端とし北l土富士五湖を結んだ線で

ある。その結果ヒカゲノカズヲ科q垂，イワヒノやけ種， トクサ科2種，ノ¥ナワラピ科 5f'季，
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ゼンマイ科3種，コケYノプ科5種，イノモトツウ科9種，シノフ下十 1~種，オ Y夕、科58種 v

vガシラ手作種，チマセンシ夕、科5種， ウラポy科 11種，ヒメウラポシ科2種の合計 1111重

を確認したc

分布上興味のあるシタ

ミヤマハナワラピ Bolη'chiU1Jl L町zceolafumAngst. 5 ".._， 7合Bの草原にまれに生えてい

ると思われる

ヒメノ、ナワラビ Butrychiu1Jl Lun.aria Sw 

イVオモダカ Pyrrosia Tricustis Tagawa 

ヒメサY ラン Loxogramαe grammitoides C. Ch1'. 

ウサギシダ GY}}l}lOCω:戸illmdryopteris Ncwman 志村氏によると冨士山はこのシダの日

木における南限地帯になる

ミγマベニシダ Dryotferis montico/a C. Chr目

lヨグチイノデ Po!ystichUnl ohmurae Kurata 

プジイノデ Polyslic/，山間 olzmuraeKurata vaf. [1りipedisNamegata et Kurata 

1958年北口浅間神社境内で只一株発見されたもので， トヨグチイノデの変縄とされてい

る

コガネ Y夕、 TYooc/sia mocrochlaeJla Iv:Iett. 

Fモノエシダ Camttosorussib口icusRupr. 

キレノ、オオクポシター CteJlotteris sakaguchiana H. Ito 

そのほか，北側にまれにみられるものとしてはFヲマゴケ， 7、ギラン，フユノノ、ナワラピ，

オオクジヘ.!JYダ，オオサトメ yダ，ホテイシダ，サシラン，ミヤマウヲポV，チャセンシダ

等があっ，今まで報告されたもので再調査を要すと思われるものに，キヨヌ、ミコケシノブ，

ヘラシダ，ノコギリシダ，ヒメウラジロ，ヤマツテツ，ミドリカナワラピ，オオタニワタリ，

ミーγマシシカシラ，フジv!/，イワヤナギy〆がある。

安藤愛次:山地の気温，降水量の推定とその応用

ベドロジスト・ジγポジウム要旨集 25~31(1961) 

111地の'x((!l':'とくに気温と降水量との高度による推定表を作成し，これらの推定法と，その応

用性とくにポドゾノレの分布との関係について述べた。

褐色森林土からボドゾノレに推移する様高がまちまちであったが，推定気i晶をもとめてみる

と，比較的に似通っていることを知った。地質別の平均値は深成岩類が 5.1
0
0，古生層が

4.800，富士山地[正が3.500となった。
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安藤愛次:中部山地の林地生産力に関する研究

とくに山梨県を中心として

山梨林試報 10， 1~174 (1962) 

林業は収穫までに長い年月がかかるので，立地条件に応じ亡造林する樹種をえらぶことが大

切である。しかし林木の生育と関係のある環境因子はきわめておおく，またわが国の山地は地

形が復雑なために，適木の選定に関する研究にはおおくの困難がある。

筆者は，森林立地学的には中部地方の典型とみられる山梨県において山地の立地[正分をおこ

ない，環境閃子と林木の生育とのあいだの法則性を探求して，林地生産力を総合的に解析する

とともに，実地的な生長の予測法に論及した。

1.森林立地の解析

中部111岳地方は寒冷で降水量のすくない内陰性の気候といわれているが，気温，降水量とそ

の年変化，水収支などを検討したところ，地域差が認められることから，つぎの区分が妥当

であることを認める。

1) 寓土川，野呂川流域回降水量がきわめておおし年変化は表日本型をしめL，気温は温

暖で，較差がすくなく海洋的である。

2) 笛吹川，釜無川流域:降水量がきわめてすくなく山でかこまれるために，梅雨や台風の

影響をあまりうけない裏日本型の年変化をしめす。気温の較差が大きく霜日数がおおく，

冬に北西の季節風がつよい。

3) 桂川.多摩川流域:表日本型と裏日本型の両要素をふくむ。

気候は森林立地の重要な閃子であるが，山地における観測資料がすくないために，気候に

関する分野の研究がおくれている。

そこで筆者はまず標高，傾斜度および方位による推定気温表と，前記の3気候区ごとに標

高による推定降水量表とを作成したが，これらの表による推定値を検討し，その信頼性を

確かめE章以下の資料として用いた。

山梨県の地質は堆積岩と火成岩とが2対 1の割合で，堆積岩は第三紀層，火成岩は深成岩

類の分布がひろい。これらの基岩，地史について述べたが，林木の生育には表層地質が関

係するので，火山氏の分布について，調査結果をとりまとめ，また富土山における仏i結層

の分布を標高と万位について論じた。

立地図子のなかでは，地形がもっとも定量的にとらえうるものと考えられたので 5万分

の lの地形図により高度，傾斜度，起伏景について解析してみた。 17fメーを設定L，これ

らの図子の平i折直を各区ごとに求め，差の有志、{'jをしらベた。この結果，差のみとめられ

た地域の数は高度が7区，傾斜度が9区，起伏量が8灰である。

このf自に山地の閃ザ「度をしらべて，富士山主八ガ岳が幼令期，他の山地は壮令期の山容を
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しめすことをあきらかにし，さらに，山梨県における山頂高度は5つの群に分けられるこ

とをしめした。

以tのごとく気候，地質，地形を解析した結果から，山梨県のIlJ地は環境条件を異にする

39地区に分けられることを解明した。

2.林野土壌の性質

40 調査地で 232 の土壌断面をしらべ，出現する土壌型としては，褐色森林士 CBA~B" の 6

型)，ポドゾノレ，黒色土壌およびグヲイ土壌をあげたが，まず土撲の分布と{也の立地図子と

の関係に考察を加えた。

1) 褐色森林士のうちでは， Bc型は風の影響をつよくうける地域に， sE型は降水量のおお

い地域にそれぞれひろく分布する。

2) ポドゾノレについて，分布の下限とそこの推定気I晶との関係をしらべたが，この気温は地

質によりちがい，深成岩類は5.}OC，第三紀膚は3.500，古生層はこれらの中間にある

ことを認め，ポドゾノレの分布推定図を提示した。

3) 黒色士壌については，これが出現する地形と分布面積とによって，面としてみとめられ

る火山山ろし線、としての山俊線，点としてのクポ地形に分類しうることを主張した。

つぎに，土壌の性質と基岩あるいは母材料との関係をみるために，まず各調査地にひろく

分布している BD型を比絞してみた。

この結果，たとえば赤石111地と富士山地区は他の地区にくらべ， A層がうすく砂質なこと

は共通しているが，土壌断面が前者はやわらかいのに，後者は堅い点などのちがうことを

明らかにした。また八ガ岳と富士01の黒色土壌は容積重がちいさく埴質な点は似ている

が，前者は後者にくらべると，合水率がたかし最小容気量はすくなし酸悦がつよくて

炭素をよりおおくふくみ， CN率のたかいことがあげられる。これを要するに筆者は，

土壌の分布が地形，基岩などにより地域差のあることをしめしたが，さらに土撲の恕化学

性質にも，同様の地域差のあることを明らかにしたものである。

3. 気象，土壌と林木の生育

毎年の年斡幅をはかれ移動平均法により平年からの偏差率をもとめ，対応する年の気象条

件とくらべ，気象と林水の生育のあいだにつぎの関係を見出した。

1) 樹種を通じて，たかい標高のと乙ろにある林木は高温で少雨の年に生育がよい0

2) 生育の惑い年は梅雨期に雨がすくないことが共通している。

3) 台風，晩霜あるいはタヰの豊凶も年輪幅の消長と関係がある。

4) 前年の気象条件が，次年の林木の生育に影響するばあいがある0

5) 樹積ごとに述べるとつぎのとおりである。

Jえギ・全年降水量，あるいは冬から春にかけての降水量がおおい年によくそだっ。生育期

間における過量の雨はむしろ恋い。春から夏にかけての気温がよく育つ傾向がある。地域
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的には宮土川流主主は高iffil年に，桂川流域[主多雨年に育ちがよい。

ヒノキ:(t!lの樹積にくらべて傾向がはっきりしないが，むしろ降水量がすくない年によく

育つようである。

アカマツ:4樹種のなかで，年による変動がもっともはげしし高i且年に育ちのよいこと

が明瞭にみとめられた。降水量のすくない年はよい傾向があるの

カラマツ・アカマツと反対に低温年は生育がよく，高槻今一は主主いことが認められた。地校

出jには，甲府主主j也の周辺にある山地は多雨年に，富士山は少雨年によく育つ傾向がある。

また上壌の性質と林木の生育のあいだに，つぎの関係を見出した。

1 ) 土壌型と林木の生育とは符接な関係があり，褐色森林土はBn，Bc， Bn， BEJ型と訪れ荷な

土ほど育ちがよく，土壌型が異なると収穫l付積に大主主のあることが各地で認められる。

2) 火i11D<は，それが母材料であるばあいはもちろん，他の基岩とまざっていてもスギ，ヒ

ノキの育ちは患い。

3) ヒノキl工兵ギにくらべて，土壌型による生育差がすくない。

め富士山と御坂山地において，火山砂採層の上部にできる闘結局が，村、木の生育にとって

L ばしば制限肉'fーとなる。

5) 語、 tilliJ1!lでは~!ii層か逆層かにより，土壌の位質，朴木の生長のちがうことがあった0

4.立地因子による生長の解析

おおくの立地因子が林木の生育に関与する比重を知るため，筆者は図によるも目関解析法を用

いた。この結果，林水の生育は地[5<:，土壌型およびA層の厚さとの関係がふかし、ことを解明し

たが，さらにこの解析法に某ずいて樹種と地形のあいだに，つぎの関係が見出されたD

月キ:)j位はSよりN，傾斜は急なほど，斜I而は下降型のところが生育がよい。

ヒノキ:急斜地より緩斜地の方が育ちがよいようである。

アカマツ.方依はカヲマツとともに5およびEの方が， Nとwより育ちがよく，傾斜は緩斜
地の方が生育はよし、。

jJ :7マア.傾斜の急な方が育ちはよい。

5 山地の林木生産力

キ!地生産カを解明するために，森林資源構成表などを材料にして 9地区ごとに検討を加えて

みたο その結果，人工材、は櫛形，御坂山地のような傾斜度のひくい地区におおし赤石iliJ也，

関東山地の中生層のような急な地[又にはすくない傾向があることを知った。

間陸、こよフて，生百円よい地区と悪い地区とは，必ずしも一致しないが，関東山地の深成岩

類は共通して悪い。生育のよい地区と Lては赤石，櫛形，天子山地の富士川流按と関東山地の

中生憎とがあげられる。

地反ごとの天然生林については，赤石山地にツガ類，富士川と桂川流域の地区にはフナ，釜

無川流域の地区にナヲ芸員がおおいが，分布のおおい樹種は，その単位面積あたりの蓄積もおお
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し、ことがE習めらiLる。

このように，立地を解析して分けた9地区は，天然の樹種の分布，植栽した林木の生育にお

いて， ともに主のあることが明らかにされたが， さらに統計資料と収穫表をもちいて，山梨県

の林地生産力を他の地均i主くらべてみた。

3ζ ギ・静岡県よりおとり，長野県にほぼ匹敵している。地域的;こは甲府盆地より富 1:

11[，佳川流肢の生産力がたかい。

と ノ キ 地域差がすくない。

アカマツ.関東地jjと大差がなく，地威的に按JII流域がまさる。

カラマツ.北海道よりおとり，長野県にほぼ匹敵L，地域的には関東山地がややまさる。

最後に筆者は，単木あるいは林分を対象としたときの林地生産力の推定法に論及Lた。

ある林分の標高，徴地形および土壌型による生産力の推定値はs 実損Ij fl直に対し 25~40 %の

誤差をもつが，土壌Ilfrffliの性質を加えれば， 誤業率は 20%内外にさがり， さらに土裟の分析

値をとり入れることにより， なお誤差はすくなくなることを明らかにし，前述の相関解析法に

より的確な生長予測の可能なことを指摘した。

安藤愛次:山梨県におけるスギ， カラマツ林の生産力の推定

7 4回日休講 187~188(1963) 

5万分の lの地形図をもちいて 1j!lが 2kmの方限をかけ，各-Y;えメごとに標高， 方位，傾

岳Hftとそこの年平均気Hj)t.年降水量および地域刊の 6凶子を相関解析凶にあてはめて，そのマ
λメにおける平均材積を推定した。

治巣l主(1(表のようによスギは 707，カラマツは 779のマスメについて推定値がもとめられた。

付積階級別のマエメの数と比率

tt 積 (m3)I ̂  'I" I 10三三J
数 比率

60以下 89 12 

70 '" 130 58 352 45 

140 "'-' 200 308 44 287 37 

210 "-' 270 227 32 48 6 

三計寸 y早 F17-
。3 16 114 280 ~ 340 

山梨県とその周辺で調整されているλギ林分収穫表をみると， E等地における 40年の材f責

は280m3内外である。そこで山梨県においてλギが 280m3以上の生産力を期待できる林野面
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積を考えてみる。表から 114のマスメがあげられるが，この面積は約46，000haと計算される。

現夜の造林面積は 22，000haなので， ユギ造林地の面積を倍増することは可能と考えられる。

17...~藤愛次・小島俊郎: Bc， 80製土壌とスギ林

ベドロジスト絡会資料 (4)，4 4 ~ 4 5 (1 9 6 4) 

富 f:)11の流域にある旦ギ58年生林で. Bc， BD~型の隣りあった林地の土壊をしらべた。

標高が 400m，傾斜が300で，基:，nは第三紀層の砂寺!?とITJ擦のところである。
Bc型lの蓄積は 1ha当り 200nザ内外で， BD型の 40%にすぎなかった。土撲の性質について

は，組lニIニの実積と孔隙量において， BD型がBc型よりほぼ 10%おおく，石後最と最小容気量

はBD型のほうがすくなし Bc型のほぼ半分であった。細士の組成はBcl自に粘土のおおいこ

とが目立った。なお LjiVはBc型の方が， TjSはBD車lの)jが大きい{直をしめした。

この地区の Bc型の性質をしらべてみて p この土壌型の適本としては， スギよりヒノキが有

利であろうと結論された。

雨宮嘉彦:ヒノキの生育と土壌の性質

ベドロジスト総会資料品)， 46~47 (1964) 

御勅使川の流域にあるヒノキの林で，土壌の性質とヒノキの生育との関係についてしらベ

TこQ

1 ヒノキの高さは JJの方がよく， 18.9mで iより 2mi*jく，同一年令では3m弱高かった。

また生長経過をみると，はじめの 30年くらし、は!の)jがよしその後は Hの方がよくの

びていた。

2. IはBE，JJはBD'型土壌に属していたが，理学性ではIとEでいちじるしくちがい， I 

は細土と磯が 50%をこえていたが， IIは30%強であった。また Iて1主50cmの深さで最小

容気量が小さかった。

透水性は調査地でいちじるしく異なれ Iでは 50cm以下になるときわめて惑くなり土が

つまっていた。

3 化学性ではpHが Iではほとんど中性にちかし JJでは 5.5内外であった。またY，もIで
は債がきわめて小きかった。窒素，炭素とも表層から下層にいたるまで， rrの方が含有率

は大きく，有機質のおおいことがうかがえた。
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安藤愛次:

カラマツ，シラベ混交林における生育と徴地形の関係

7 5 回日林講 181~182(1964)

富士山の北面に而した漂高 1，..500 IIIにあるカラマツとvラベ6年生の混交林を調査した。

カラマツの生育は徴問地と平坦地ではわるく，傾斜地ではすぐれs/ラベは徴凹地の生育が上

かった。また生育期間中における降水量の多少は，両樹種の生育と関係があるようであった。

このI也岐に見られる透水性がわるい土間とも関連して，カラマツは土壌水分の過多により生

育が妨げられ v-==;べはより水分を必要とする樹積と考えられた。

安藤愛次・遠藤 昭・雨宮嘉彦:

万沢林業地帯におけるスギ，ヒノキの生育と立地条件

7 6 rcil日林議 (1965) 

植えた木がどのくらい育っかという生育を予測する試みとして，さきに相関解析法を用い

て，全県的な立地条件と材、木の生育との関係を明らかにした。

ここて、は山梨県南部の万沢林業地帯という狭い地域における立地条件とエギ，ヒノキの生育

についておなじ手法を用いて検討したのて、その大要を報告Lた。

安藤愛次・遠藤 !!H・馬場勝馬:

推定土壌図および適木図の作成

7 6匝!日林講 (1965) 

山梨県においては 1954年から適地適木調査をおこなってきたが，まだ林野田I積の 10%にす

ぎなし、。

そこで，土接関の推定法として地形図，空中写真を用いて地形を解析し，過去の調査結果と

比較した。また，土壌図を基にして地区ごとに立地因子をとらえ，相関解析図を用いて最適の

輯t1重を推定し適木関を作成した。
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4. 森林保護

香山 彊:餌木誘引によるマツ害虫の生態調査

山梨林試$11 3， 21~68 (1950) 

1 本調査は山梨県富士吉田市上古田諏訪森地内のアカマツ林および同剣丸尾地内のアカマツ

天然林において行なった，マア害虫の餌木誘引について記した。

2. ft耳木に飛来産卵した種類は次の3科 14種である。

小霊童虫科:マ?ノキクイム$/，マツノコキクイム$/，マツノカバイロキクイム'5/，マツノム

ツノ〈キクイム$/，マツノコクロキタイムy，マツマノレコジンタイムシ

象鼻虫科:マツキポシゾウム$/，マツノ VラホVゾウムシ‘タロコプゾゥ，マップナアキゾ

ウムシ，オオゾウムV

天牛科:サピカミキリ，クロカミキリ，ピロウドカミキリ

3 餌木への飛来期間はつぎのとおりである。

マツノキクイム'!/ 3 月上旬~6 月下旬

マツノコキタイムシ ? 

マツノカパイロキクイムy 五月上旬~9 月上旬?

?ヅノムツバキクイム'!/ 9 月上旬~10月中旬?

マヅマノレコシンタイム'!/ 5 月中旬~6 月上旬および 9 月上旬

マヅノコクロキクイムシ ? 

マヅキポシゾウム'!/ 3 月下旬~7 月中旬

マツノシヲホシゾウムシ 5 月中旬~9 月中旬

クロコプゾワ 5 月中旬~9 月中旬

マヅアナアキゾウムジ 5 月中旬~9 月中旬

オオゾウム'!/ 5 月中旬~9 月中旬

サピカミキリ 6 HJc旬~7 月下旬

タロカミキワ 7 月上旬~9 月上旬

ビロウドカミキリ 7 月上旬~9 月上旬

4 餌木に飛米する害虫数は環境によって異なり，餌木を設置して飛米開始期，飛米最盛期，

飛来終短期までの期間の長短は各害虫の生活史，環境に多大の関係があるものと思われる 0

5 マヅノキクイムシは餌木の F面厚皮部，マツキポYゾワム$/1土下1Mの薄皮苛;，マツノ $/7

ホY ゾウムジ，サピカミキリは厚皮部に多く，上面， ドli!Iによる喰害の多寡の差は少なし

マツノムヅ円キクイムYは薄皮;却を多く喰害する。
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6 マツノキタイムy，マツノキポYゾウムYのi'li卵繁強にi'i，種々の制限因子中特に設置個

所の庇蔭度は相当強〈影響すると思われるが，マツノ YヲホVゾウムVにはこの点に関して

一定した傾向は認められない。

7 害虫の産卵より羽化:飛出までの期間は，各害虫とも春期jより夏期にわたる場合において長

く，夏期において短かい。

8 餌木における越冬状態はつぎのとおりである。

マツノムツバキクイムシ 成虫態

マツノキタイムシ

ゾウピムV科

成虫態(越冬数はきわめて少ない〉

幼虫態

カミキリ科 幼虫態

八代雄蔵・板倉正之:

立枯病に関する 2，3の実験

1[1 梨林試報 4 ， 1~14(1951)

1 本試験は立材病防F止を目的として行なった。

2. 7)，素イオン濃度との関係は，本実験の範囲内では PH5.6~6.8 の範囲内で菌糸の発育が良

好であった。

3. vャーレ戸内に種子をおいて'.7;スプノレン，メノレタロジを使用した場合には前者では 800

倍，メノレタロンでは 5∞倍液ですでに薬害による被告が認められた。

4 苗知|で使った場合に，この薬剤は濃度によりその成績の差がともに顕著であって，実験の

範囲内では，ウ月フ2ノレンは 600倍，メノレFロンでは 800倍が有効であった。

5. 1回消毒と 2凶消毒との聞の差異は認められなし、。従って消毒は 1凶で充分である。

なお，立枯病菌はその Strainの異なるに従ってその性質も異なっているので，木試験で

得られた結果も他の Strainのものにたいしては無効であるかも知れない。換言すれば岳

麓附近の立枯病に対してのみ有効であるかも知れなし、。

小野馨:

富士山北麓に於けるカラマツ腐心病に関する調査

1I1梨林試報 4， 15~30 (1951) 

寓土山のカテマツ造林地で，カイメンタケによる腐心病の調査をおこなった。

1 被害の発生は場所によって大差がみられ. 179るから 59%にわたった。ただL，アカマヅ

はこの病気につよく，いずれも 6%以下にすぎなかった。
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2 被害は問地におおく，傾斜地では散在して発生していた。

3 幼令木には被害が少なく，老令になるにしたがって被害がおおくなる傾向がある。

4.年輪幅がせまいほど被害がおおきい。すなわち，生長の惑い木が犯されやすい傾向がみう

けられた。

香山 彊:伐根に於{するマツ喰虫の生態調査

山梨林試報ん 31~42(1951)

1. .4:報告は山梨県富士吉田市上吉田地内のアカマツ伐根に飛来するマヅタイムシの生態につ

き記した0

2 早春マツノキクイは産卵のために，春期に伐伊lされた伐根よりは，前年秋冬期に伐倒され

たものに好んで飛来し穿入する。

3.春期より夏期にかけての害虫の繁殖はキクイムvt;fが多く，繁殖についての伐却jに依る差

は認められない0

4 夏期より秋期にかけての害虫の繁殖はゾウピムv科が多い。

<;.伐根における越冬はゾウピムy科が多く，マツノキクイの越冬はきわめて少ない。また，

飛米期間中においてはゾウゼムV聞の種類に依る差は認められない。

小野 馨:!釜光誘蛾燈によるコガネ虫類の誘殺試験(予報〕

山梨林試報 5，1 5~27 (1952) 

南都帝都鳴沢村地内の苗畑付近に乾式誘餓燈を設置し 8月6日から 9月6日までに誘致さ

れたコガネムYの種類と数，時間別に飛来する種類と数，ならびに誘致距離を調査した。

l 誘致されたコガネムv類は 15穏を数え，とくにアヤコガネがおおく， ヒメコガネ，サク

ラコガネがこれについだ。

2. コガネム Y類の活動期は，日没後 2 時間内に一夜に誘致される総数のおよそ 80~90 %が

誘致され，またその性比は O.7~O. 9であった。

3 誘致距離については，飼育が不完全であったためか，標色法が不良であったためか，ほと

んどの供試虫を誘致できなかった。

保坂義行:スギ苗灰色徴病の発生と空気湿度との関係

山梨林試報 7，1 3~19 (1957) 

Jえギ甫灰色徴病の発生ならびに分生胞子の発芽と関係湿度についての実験結果を述べた。

104ー



1.各種忠類の過飽和淡によって」定関係出度に保ったテYケ{タ内に，病原菌 Botrytis

Cl1ler仰を援種したλギ苗を納め 200Cでその発生を，また同じ方法で分生胞子の発芽

も観察した。

その結果スギ苗!火色徴病は 100%の関係湿度において最も高い発生をしめL，98， 94お

よび92%におし、ても発斗したが，関係i昆度の低下とともにその発生もすくなし 87%の

関係湿度では全くその発生を認めなかっt.:.o また接種直後胞子浮准液を乾かした場合も，

乾かさなかった場合もその発生限界i毘度ならびに発生には，いちじるしい差は見られなか

った。

2 分生胞子の発芽は，ユヲイドグヲλとの胞f-浮ilH液を予め乾燥した場合， 98%以上の関係

湿度において発芽し，乾燥しない場合は 100%の関係湿度において最良であれ 98，94% 

の関係湿度でもなお発芽したが， 94%では僅かな発芽であった。胞子の浮海液を 只乾燥

した場合と，乾燥しない場合の発芽限界湿度の差は， λライドグラλ上での急激な乾燥に

よるものと考えられる。またスギ前灰色徴病の発生限界湿度と，分生胞子発芽限界湿度と

の違いは，培養液而より直按水分の蒸発に対しては，これを防止する方法を行なったが，

月ギ苗木よりの蒸散については何らの方法も行なわなかったので，デVケ戸タ内の実際上

の関係滋度は，表示した数値よりも高かったことによるものと思われる。

3 胞了e浮ii在液を一旦乾燥した場合には，これを再び適湿に保っても発芽率は低下した。胞子

浮i時液を乾燥することによれ発芽が害せられることは，安部 (1933)が Piriclllαna

oryzae & Pel印 10ゆoraSpinoCIaeで，飯田 (1951)がGlomereIlaglycinesで，伊藤

および保坂 (1952)が Sep向riaAbeliceaeで観察している。

4 分生胞子およひP菌核は94%以上の関係湿度で形成された。

5. ユギ苗/y(色徴病の発生ならびに分生胞子の発芽には，水滴の存在をかならずしも必要と

しない。

保坂義行:粉剤によるスギ苗灰色徴病の予防について

山梨林試報 7，20~27 (1957) 

少雪地帯の半地下式越冬床による，ユギ苗越冬中の灰色徴病予防に，粉完jの利用を試み若干

の試験を行なったので集録した。

1.紛剤の効果を簡単に試験する方法としてペトリ皿培養による阻止円法，あるいはよえライド

グヲよえによる胞子発芽抑制法などが一般にとられている。

しかし，これらはさらに寄生柏物について検定した上でないと確実性はすくない。そこで

筆者は横木鉢に育成した旦ギ苗に，各種の粉剤を撤粉L，接種試験によってその予防効果

をしらべてみた。その結果，三共ポノレドウ粉剤およびセレサン石灰 (1: 1)が予防効果

105ー



大きく，セレザンTill<(1 : 5)がこれに次いで有効な傾向をしめした。

2 三共ポ/レドウ粉剤jについて撤粉後野外と宗内放置とに分け，効力の持続を接話試験によっ

てしらdくた。すなわち，家内放置の場合は 3日間 8日間政置において効果がみられ，

野外;二位置したものは3口問欣置の場合は効果があったが 8日間以土放置したものは，

全く効果はみられなかった。

野村， It-1里 (1954)，肝原 (1956)は粉剤の消失について野外においてはし、ちじるしく，

宗内においてはおそいことを述べ，また野村，能勢 (1950)は降雨は豪雨でない限りたい

Lた影妥はないとしている。本実験中，撒lj)後15日間は雨が非常に少なかったにもかかわ

らず，野外では消失が早いのは，降雨あるいは口!照以 kに風の影響が大きいのではないか

と考えられる門

撒布農薬の消失に!民の影響の大きいことは，野村， 111里 (1954)により，ツバキ，ダイコ

ン，ツツジなどの様物についても観察されている。

3 半地下式越冬床内における三共ポノレドウ粉淘!の予防効果は 2凶撒粉反におし、ていちじる

しく 1回撒粉区においても良い傾向がみられた。

柏木鉢実検で野外にht置した場合，効果の持続が短かかったのに，越冬床内で効果がL、ち

じるしかったのは，初期発生に第 l回の撤粉を行なったとと，また越冬床内が室内あるい

は宗内に近い環境にあり，したがって野外以上に粉剤の効県が長続きしたものと考えられ

る。

遠藤昭・ i度瀬彰:

ヒノキの卜 γ クリ病と土壌の理化学性

6 9 四日 t~ 講 360~361 (1959) 

ヒノキのトックリ病にかかりやすいこ士壌の何質を知るため，火山灰を土婆母材とする芽カ岳

r!1麓のヒノキ仕令林において，この病気に犯された林と，となりあった健全な林とから土壌を

とり，その理化学的性質を検討したところ，つぎのようなちがいをみとめた。

l 円然状態の含水量および粗孔隙の量にちがいがみられた。すなわち，被害林は対照林より

湿潤で，粗孔隙のすくない土壌であった。

2 細土の組成では，両林地のあいだにはっきりしたちがし、はみとめられなかった。しかし，

雨林地とも緬上の占める割合がおおいうえに，粘土，徴砂分が半分以上のため 1の性質

と閃連して，被害林の土壌はしまりやすく，透水性および通気性がわるいようであるι

3 化学的性質では，被害村、は酸刊が弱<，炭素，窒素の含有量がおおい肥沃な土壌であっ

た。

4 被害村;:工対照材、0)1. 5倍の蓄積をもっていたが，梢殺の傾向がみられた。また本数で35%
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の被害をうけ，しかも生育のよい木が犯されやすいようであった。

遠藤昭・渡瀬彰:

ヒノキの卜‘Yクリ病と土壌の理化学性

とくに理学性についてー

7 0 回日林講 355~358 (1960) 

乙ノキのトックジ病にかかりやすい土壌の性質を知るため，凝灰れをzii岩とする街i坂山系の

林地において，この病気にかかった林と近くの健康な林の土壌をしらベ 2，3の理学的性質

のちがし、をみとめた。

l 被害林は定積土のBn型土壌であったが，対照林は智行土のBnであった。被害林は土が深

かったが，構造の発達がわるく，深さ 30cm以下はかベ状になり，ツマリ裂の土壌とおも

Jフ，h式こO

2 土壌の理学性は， 30cm，.....，35cmの下層土では弟がすくないが 1OClll """"" 15cmの表層士の

ちがL、がめだった。被害林は自然状態の含水量がおおきくよりi思った土であれ祖孔隙が

すくなく，透水性がわるい傾向がうかがえた。

細士の組成では対照林より粘土町砂がおおく，倣砂がすくない土であった。

3 林水の'f長はどちらも良好で，ちがいがみられなかった。擦病率は 89%で，生育のよい

木が犯される傾向がみられた。

4 化学性においては，両林地のあいだに顕著な差がみとめられなかった。

遠藤昭・渡瀬彰:

山梨県におけるヒノキのトヴクリ病の環境調査

山梨林試報 11， 53~58 (1962) 

山梨県下に発生しているヒノキのトックリ病につき，被害の状況と林況および地況との関係

を検討Lた。

1. Lらベた被害林の数は 31jJ所 C，県下にひろく発生していることがわかった0

2 火山灰や第三紀冒のところの被害は，古生層や花尚岩よりl主るかに淑しかった。

また，林の傾斜度が小さいほど，村;の卜i置が斜面のト部になるほど激しい被害が発生する

傾向がみられた。

3 被'吉の軽い林は立:;{，'ifi度がおおきいが，激害林でl主ちいさい傾向がうかがえた3 しかし，

材、の育ちと被害とのあいだには，はっきりした傾向がみとめられなかった。
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遠藤 昭:根株腐朽と立地 (1)

天然生コメツガ林の根株腐朽と土壌の性質

山梨 n 試報久 28~35(1960)

山梨県側の和、父UI塊のコメツガ，シラベ天然林において，伐根から根株の腐朽をしらベ，土

壌の{~質との関係について 2 ， 3の検討をくわえた。

1 腐朽は激'吉地で 40%の本数被害率をしめしたが，ちかくの対照地では 13%にすぎなかっ

7こ。

2. ~~故宮地の土壌はPO，型lの土壌であったが，対照地では PO，型であった。層l祈耐の特徴とし

ては，前者は集積層に厚さ 4""'-'8cmの不透水性の国結層ができていて， この層が菌害の

おおきな誘肉の一つになっていると考えられた。

3 化学的性質には顕著な主主がなかったが，自然状態の理学jgーのちがいがおおきし激害地の

土壌は，対照地よりも乾燥した士主主であることがみとめられた。このため，林水は生育が

不良で，菌にたいする抵抗力が弱かったものと考えられた。

4 激害地の細土の組成をみると，溶脱層 A，の中部から集積層Il，の上部に粘土分が，その下

部に徴砂分がおおいことがみとめられ， Il，層の不透水明をしめしていた。

遠藤 昭:根株腐朽と立地 (2)

富士山東北麓の天然生針葉樹林の根株腐朽と徴地形

日午|、誌 45 (8)， 2 6 9 ~ 2 7 1 (1 9 6 1 ) 

富士山滝沢3合目において，コメツガ vヲベの根株腐朽の調査を伐恨によっておこない，

局所地形との関係を検討した。

1 段丘地形や平坦な尾根筋の腐れは激しかったが，急傾斜の山政面は比較的に健康地であっ

た。

2 コメヅガはYヲベより腐れが少なしまた径級別にみて太い木ほど被'占率がi白かった。

3 腐朽菌の同定は伐根がo.くてできなかったが，白色朽のUi現率が褐色朽より高ふとくに

湿ったととろにおおい傾向をみとめた。

4 被害が激u、ところの土壌は，生きた土が浅いため根系の発達が悪く，土壌条件が不良で

あった0

5 緩斜地では堅い層のあることとからんで，季節的に滞水状態になり，商の侵入門戸となる

傷口が根にできやすいと考えられる。
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遠藤 昭・渡瀬彰:根株腐朽と立地 (3)

秩父山地と富士山の天然生針葉樹林

73 @J 日材、講 246~248 (1962) 

山梨県の秩父山地と寓士山で vヲベ，コメツガの根株ぐされを伐恨からしらべたところ，

つぎのことが明らかになった。

1 秩父山地は富士山より木数被害率が高く，腐朽度も激しかった。また，尾根は山腹よりは

るかに被害がおおきかった。しかし，偶議による差はみられなかったo

2 被害は大径木ほどいちじるしいので，この地区でのシラベの造林は，小径木を目標と Lt..二

短伐期の施業が被害を回避する一方法となろう。

3 腐朽菌はキンイロアナタケがもっともおおく，カイメンタケがこれにつぐ。

4 被害が激しいところでは，土壌条件が慈<，菌の侵入しやすい状態にあることが推定され

fこ。

遠藤昭・渡瀬彰:

カラマツ稚首の立枯病防除試験

7 1 回目林講 271~272(1961)

京士山北麓のi前畑でアセト -jレ，ノレベロン D・Dをもちい，カラマツ稚苗の立枯病の防除

試験をおこなったところ，つぎの結果がえられた。

1. 7セトーノレ，jレベロンは防除の効果がみられ，それぞれ標準区の3倍 2倍の殺菌がえら

れた。しかし D・D ははっきりした効果がみとめられなかった。

2 処理聞の発芽本数に大差がみられ，アセト{ノレ，ノレベロンは初期のす:枯病 地中腐敗裂な

どーを抑える効果がみとめられた。 Ul!L，効力の持続的はアセトーノレにはみとめられた

が，jレベロンではみられなかった。

3 水銀剤の効力は，砂や礁に霞む白畑では期待できるかも知れない。

4 立枯病と線虫との関係ははっきりしなかったが，ある時期にはD.D区の被害発生が少な

い傾向がうかがえた。

青島清雄・林 康夫・遠藤 昭:

雨氷害にともなうカラマツの幹くされ病

日林誌 45 (4)， 1 2 5 ~ 1 2 6 (1 9 6 3) 

富七山精進口二合目付近のカラマツ 40~45 年生林において，雨氷害によって柏端部が折れ

-[09ー



た偲体について幹腐れをしらベた。

挫折部にはミヤマヒメ Yロアミタヶ Carialelli日 ltete印刷回世I1l1s(Fr.) BOND ct SING. 

とナウロコタケ毛ドキ StereumsaJlguillolelltuJJl (A. ct S.) FR.の2種類がみられ，前者

がとくに多かった。

菌の下方への進行速度は伐餌j木 5 本の平均値でみると36cfilとなれおおよそ 1 年に 30~40

cmと考えられた。

遠藤 昭・古越隆信:

富士山県有林におけるカラマツ花芽の虫害分布

7 5 回日林講 410~412(1964)

富士山北ろくのカラマツ壮令林に発生した花芽に寄生するタマノ、ェの一種につき，その発生

状況をしらべたところ，つぎのことが明らかになった。

1. この虫は花芽にのみ寄生t__，ゴーノレを形成する。秋期にはゴ{ノレの表面にヤニががみとめ

られ，健全な1E芽とはっきり区別できる。

2 被害はほとんどの林に発生し，平均の寄生率は 14%に達していた。なお，花芽率[主 9%

であった。

3.人工林は天然林より，様高が低い林は高い林より寄生率が高い傾向がみとめられた。

4 校の長さ 1mあたりのIE3fの着生数が， 100個以下のすくない伎は，おおい伎にくらべて
寄生率がきわめて高く 73%に達していた。

隊出子好文・遠藤 昭:

Coleosporium eUJlatorii ARTHURによるキタコヨウマツ

の葉さび病について

日林誌 46，178~) 80 (1964) 

筆者等が採集した菌はチョウセンゴヨウ， λ トロ{プマツに寄生して葉さび病をおこす，

ColeasρOrIll山 elltato円iARTHURとI"J一種であることが立証された。

わが国におし、て報告された五葉マツの葉さび病菌としては，現在までに 6種類か知られてい

る。これらのうち， λTロ[プマツ上の C.Clψaforii ARTHU良菌が各地の幼令造材、木で観

察され，被害もまた軽視できない。富士山においても λ トロ{プマツ幼令林において 1961年

平塚，佐藤および筆者等によって本病の激しい被害が観察されている。筆者等が観祭したとこ

ろによれば，この被害は値栽後 2~3 年を経て急激に発生したもので，少なくとも苗木によっ

て本病が持ち込まhtことは考えられない。むしろ付近の天然生五菜マツと中間寄主との間に生
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活していた本菌が，感染源としての役割を来したとみる方が妥当であろう。すなわち，キタゴ

ヨウマツ上の C.eutato川商もユ Tロ戸プマツ業さび病の発生i臨の っとなりうることが考

えられる。 tたがって今後月トロ{プマツの造林にあたっては，これらの天然生五葉マツおよ

び中間寄主であるヒヨドリ円ナ属植物上の棄さび病菌に対して充分にit音、する必要がある。

遠藤間・渡瀬彰:

力ラマツ花芽に寄生するカラマツメタマパエの防除

7 6回目林講 (1965) 

富士山の北ろくに発生しているカラマツメタマパエの虫害分布についてはさきに報告した。

1964年 4月に宮上山 合自の被害林において，くん煙剤を用いた成虫の駆除をおこなったoそ

れによると，すくなくとも発煙点から 150IIIまでは殺虫効果が低 Fせず，ヘクターノレあたり 6

:;jJfsの成虫を殺すことができた。羽化。〉最盛期l乙防除をおこなえば，かなりの殺虫効果が期待

できるものと奇えられた。

渡瀬 彰:苗畑におけ否土壌線虫の防除

JiJ ~~村、試報 13 ， 2 9~3 6 (1 965) 

近年，土壌線虫による苗畑の被害が注目されてきた。そこで殺線虫剤jを用いて 2カ所の苗畑

で土壌線虫の防除効果について調査した。

l 処理区と無処理のあいだに牧丘試験地では効果が認められたが，船津試験地においては，

はっきりした効果がみられなかった。しかし， ¥、ずれの試験地においても，処理区の線虫

密度は無処想ドーにくらべて低下していた。

空 D-D処JlI'区町商は， 11山の処理区よりも生育がよかった。これは供試した 4つの樹種とも

同じことが言Eめられた。

3 被害発生町ピ[クは船津試験地が8月，牧丘試験、地は7月であった。このことは試験地の

気象条件と関係があるものと考えられた。

4 両試験j也とも材、虫の種類はネグサレセンナュウが主で，わずかにネコプセンチュウその他

がみられた
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5. 林産ほか

遠藤昭・渡瀬彰:

樹種別によるナメコの発生比較試験(予報〉

7 2回日林講 434-436(1962) 

植j種によるナメコの発生のちがいを検討するため， 1959年の春から富士山の北鐘で試験に

若手した。 1960年秋，第 1[1'1目の発生をみたので，とりあえずその結果をまとめてみた。

1 キノコは 11月上旬から 12月下旬にかけて発生し，そのピーFは 11月rl_1旬であった。樹

種により多少の遅速がみられ 3つのグノレープに分けられたo

2 キノコの発生には樹種により差がみとめられ，プナ，サヲ Yノミでよい結果をえた。とくに

プナがすぐれていた。

3.楠木の大きさと発生量については 12cm以下の小筏木が中，大径木にくらべてキノコが

よく発生したが，中径木と大径木のあいだには差が認められなかった。

4 この成績はどこまでも発生初期の傾向をしめすもので，今後の調査により，さらに検討し

たい。

遠藤昭・渡瀬彰:

樹種別によるナメコ発生比較試験

74 @J日林講438-440(1963) 

富士山ろく地方において，さかんにおこなわれるようになったナメコ栽培について，その発

生時期，発生量および原木，とくにサクラ，ダケカンパがナメコ原木として適するかどうかを

調べるため， 1959年春ミズナラほか6樹種をもちいてこの試験を行なった。

それによるとまず，活ろくにおけるナメコの発生時期は10月下旬から始まり， 12月上旬まで

つづき，樹種によって発生のピ{クに多少のずれはみられるが，大体において1111中旬を最盛

期とみてよいのではなかろうか。

つぎに同種別lに発生最を比較してみると，原木として最も適しているといわれるプナがこの

試験でも良い成績をしめした。それは全発生量の33%を占め，プナにつぐダケカンパの 2倍強

にあたっていた。そこでタクカンノ七サクラの 3年間における全発生量をみると，ダクカンバ

は16%，サクヲはサヲ Yノ〈とおなじ14%となっている。これはプナの33%にはおよばないが，

他の樹種より良い結果をしめしている。このように今までほとんど原木と Lて利用きれなかっ
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たサクラ，ダケカニノノくが試験にも bいた 7つの樹種のうちで，プナに続いてナメコ原木として

今後大いに利用されてよいのではなかろうか。

また，全発生量から年ごとにその発生率をみると，初年度は339昔 2年目は48%，3年目は

19%となっている。このように全期間を通じての発生量は2年目が最もおおし 3年目になる

と初年度よりもかなり減少してくることがわかる。しかし，ミズナラの場合は2年目と 3年目

とではほとんど差がみられないくらい発生している。このことから原木によって，長盛期の長

いものと短いものがあるのではないかと考えられる。

遠藤昭・渡瀬彰:

シイタケ優良系統の選抜

7 6同日林講 (1965) 

近年シイタケの栽培は不時栽地iこ主眼点がおかれるようになってきた。そこで発生の最盛期

が早い系統を選抜する意味で，優良系統とされている 5径と，当場で扱かっている 2種の計 7

系統につき比較栽培を行ない，子実体の発生経過ならひ1こ発生量について検討した。

八代l¥ffi)，寂:赤城山の霜崩れについて

前橋営村局治山研究会 (1949) 

詣柱の発生ならび、にその生長についてはそれぞれ都合のよい条件がある。すなわち発生のた

めには

1 土地に適当なi日気のあること 0

2 散粒子の存布すること。

3 寒さが急激に来なくて徐々に冷える三と。この場合寒さと水分との割合があわなければ

凍結となる。

さらに霜柱が生長するためには

1. 地中水分は霜柱が発生してからも，連続的に充分であること 0

2. 気温はできるだけ低いこと。

3 地中温度は高いこと。

があげられる。この条件が破れれば土壌凍結となり，これらの条件のみTこされる深さまで行

って霜柱となる。

きて治山工事に被害を与える霜柱，凍結等の期間は附近の測候所，または赤城を管内に持つ

営林署の方々によると， 12月 ~4JJ上旬と見てよい。また治山工事のうける害も南面，南西面
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におおし東，北の21{!jはすくないとのことで，これは積雪による保温のためである。赤披で

の治11/工事に対する霜崩れはどんな形であらわれるかは，工事着手前であったので見られなか

った。 しかしゐ般的には次のようにあらわれる。

1 霜住または凍kによる工作物の破壊，すなわち庶接的な被害である。筋工，積工は被害を

受けやすく，石積をさえ破壊する。

2.霜柱またはil1Uニlこより表土が非常に Porousになる。これが春先に往々見られる豪雨に

より流され，または風のために吹きとばされる。この夙による害は相当大きなもので，と

くに赤城は孤立しているだけにこの被害も大きく現われるであろう。いわば間接的な被害

である。

このような被'占に対する工法としては

1 霜柱または凍上のおきないようにする。すなわち排水工を施L，または凍上し易い土をい

れ換える等積極的な}j法

2 霜柱または凍上は見られるが，これにより生ずる被'占を最少限度にとどめてその向に復旧

を音|るもの

等でこれらを組合せて復旧を計る。

霜崩れは工作物の破壊とともに表土の移動が激しいので，被覆工により表土を押えてその移動

を防ぎながら復旧をはかるようにしたい。

山崎丈三・渡辺忠雄:

円筒式会板について〔予報〕

山梨林試報ム '~7('953)

To make the五lrnitureswith the cylinder-core plywood we cxamined an 

comprc田ionstress of core which was made of broad-lea vcd and coniferous woods. 

The system of core was disconnected and blocked onc. 

1. The stress between broad‘leaved wood and cOlliferous wood indicated few 

differences but the gravity of manufactured goods indicated 50 great differcnces 

that thc coni氏rouswood would be morc suitable fo1' cylinder-core than 

broad-lea vcd woods. 

2. On condition that thc core was made of samc wood-assortmcn t， 

there WCl'C few differcnces in gravity but the strcss of disconnectcd corc was 

wcaker than blocked core. 

3. Thereforc thc blocked corc of coniferous wood ¥¥'as the most suitable fo1' 

cylindcr-corc plywoods. 
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1n cornparison with the cylindcr-core plywoods and the soIid board thc latter 

has some defects (、¥'arping，cupping， etc.) so it seerns that the formcr will bc 

rnore suitable than the lattcr. 

4. The cylindcr-core plywoods can decrese quantities of broad-leavcd woods目

石 原義久:木工みやげ品に摘する試験

山梨林試報 13，37-44(1965)

昭和38年と39年にわたり， i)(の壁かけ，盆，血類など6品目， 10種類について 430点を試作

し，これを昭和39年に委託販売したo

富士山木彫壁かげ

Y キクナゲ葉形ベJ肌

武田菱紋様入葉子皿

目同張形菓子皿セット

オ{ドフノレ盛分盆

富士五湖周辺および甲府市で販売試験してみたところ，富 1二山の壁かけは観光客およびみや

げ品販売庖の問で，きわめて評判のょいととがわかった。また，木てみやげ品の生産意欲につ

いてききとり調室をおこない，もっとも関心が深かった富士lli麓の鳴沢村で講習会を開き，安

土山の壁かけの技術指導をおこなった。この結果，昭和40年3月には受講者によって生産組合

が結成された。

-1l5 



山梨県林業試験場 30年誌

昭和40年 10月 1日発行

苑行者安藤愛次

発行所 山梨県高士苗王!市上告田町

山梨県林業試験場
TEL吉田12)0593番

印刷所 山梨県富士吉田市下古田町

株式会社滝口印刷所

TEL吉田包)0066番

1 


